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1　【凡例】
一、本訳注は、宋・黎靖德編『朱子語類』卷一百「邵子之書」の訳注である。
一、底本には、理學叢書『朱子語類』（中華書局）を用いた。標点は適宜改めており、底本
と異なるところがある。
一、本訳注は、本文（【　】）、〔校注〕、〔訳〕、〔注〕で構成される。本文は、底本による各章
の分条にしたがって【 　】付きの番号で示した。
一、本文と引用文の漢字は原則として正字を用いたが、技術的な問題から字体に不徹底な部
分がある。
一、本文・〔訳〕中の［ ］は割注部分である。〔訳〕では、文意を明瞭にするために補った
ものがあり、括弧（　）に括って示した。
一、〔校注〕は、以下の校本を参照し、次の略称を用いた。
　　『朝鮮古寫　徽州本朱子語類』（中文出版社） …楠本本
　　『朝鮮整版　朱子語類』（中文出版社） …朝鮮整版
　　『朱子語類』（正中書局） …正中書局本
　　『朱子語類大全』（和刻本・中文出版社） …和刻本
一、〔注〕における『朱子語類』の引用は、『語類』と略称した。
一、本訳注の作成において頻繁に使用する参考文献としては、以下の通りである。
　　『晦庵先生朱文公文集』
　　『伊川撃壌集』
　　『二程全書』
　　『宋元学案』（標点本、中華書局、一九八六年）
　　『宋元学案補遺』（世界書局影印、一九七四年）
　　理学叢書『邵雍集』（標点本、中華書局、二○一○年）
　　理学叢書『張載集』（標点本、中華書局、一九七八年）
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2　　三浦國雄『「朱子語類」抄』（講談社学術文庫、二○○八年）
　　溝口雄三・小島毅『『朱子語類』訳注 巻一～三』（汲古書院、二○○七年）
　　垣内景子『『朱子語類』訳注 巻七・十二・十三』
　　興善宏・木津祐子・斉藤希史訳注『『朱子語類』訳注 巻十～十一』（汲古書院、二○○
九年）
　　垣内景子編訓門人研究会訳注『『朱子語類』訳注 巻百十三～百十六』（汲古書院、二○
一二年）
　　陳栄捷『朱子門人』（学生書局、一九八二年）
　　方彦寿『朱熹書院与門人考』（華東師範大学出版社、二○○○年）
　　田中謙二「朱門弟子師事年攷」（『田中謙二著作集』第二巻に所収、汲古書院、二○○一）
なお、朱門の記録者に関しては、田中謙二「朱門弟子師事年攷」をもとに参考程度
で簡単な要点だけをまとめた。詳細は田中論考を参照されたい。
【１】康節學於李挺之 （1）、請曰「願先生微開其端、毋竟其說」。［又恐是李學於穆時説。］此
意極好。學者當然須是自理會出來 （2）、便好。　　［方］ （3）
〔校注〕楠本本は、本条なし。
〔訳〕
　康節は李挺之に学んだ際に「少しく先生の学問の端緒を開き、御高説を絶やさないようお
願い申し上げます」と請うた。［これはおそらく李挺之が穆修に教えを乞うた際の言葉であ
ろう］。この心意氣は非常に素晴らしい。もちろん、学ぶ者は自分自身で理解できるのがよ
いが。　　　　［楊方］
〔注〕
（１） 李挺之（？～一○四五年）　　北宋の易学家。北宋北海（今の山東濰坊）の人。名は之才、
字は挺之。『宋史』に伝がある。『宋史』李之才伝に「修之易受之种放、放受之陳摶、源流最遠、
其圖書象數變通之妙、秦漢以來鮮有知之者」とあり、南宋・朱震『漢上易伝』「進周易表」
に「濮上陳摶、以先天圖傳种放、放傳穆修、修傳李之才
4 4 4 4 4
、之才傳邵雍
4 4 4 4 4
」と、陳摶―种放―
穆修―李之才―邵雍と、先天図の伝授系譜が示されている。先天図の伝授については、吾
妻重二『朱子学の新研究』（創文社、二○○四年）二三頁～二六頁を参照。
（２） 學者當然須是自理會　　「曰且類聚前輩說鬼神處看、要須自理會得。」（『語類』卷三「鬼
神」）、「性、便如職事一般。此亦大概如此、要自理會得。」（『語類』卷五、性理二「性情心
意等名義」）、「因論小學、曰「古者教必以樂、後世不復然。」問「此是作樂使之聽、或其自
作。」曰「自作。若自理會不得、自作何益。」（『語類』卷七、學一「小學」）
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（３） 方　　記録者の楊方。字は子直、福建省長汀の人。『宋元学案』卷六十九「滄洲諸儒学
案」に略伝がある。
【２】「伊川之學、於大體上瑩徹 （1）、於小小節目上猶有疏處。康節能盡得事物之變 （校1）、却
於大體上有未瑩處 （2）。」用之 （3）云「康節善談易［一作說易極好］ （校2）、見得透徹。」曰「然。
伊川又輕之。嘗有簡與橫渠云『堯夫説易好聽。今夜試來聽它説看 （4）。』某嘗説、此便是伊川
不及孔子處 （5）。只觀孔子便不如此。」　　［僩］ （7）［廣同。］ （校3） （8）
〔校注〕         
（校１）楠本本は、「康節」と「能」の間に「却」がある。
（校２）楠本本は、割注の「一作説易極好」がない。
（校３）楠本本は、「廣同」の二字なし。
〔訳〕
　朱子「伊川の学問は、大きな道理ははっきりしているが、細かい部分はまだ疎かなところ
がある。康節はよく事物の変化を尽くしているが、大きな道理はまだ明らかでないところが
ある。」
　用之「康節は善く易を談論し［ある本は『易を説くこと極めて好し』に作る］、その見識
は非常にはっきりしていますが。」
　朱子「そうだ。伊川はやはり康節の易説を軽んじた。かつて張橫渠に宛てた手紙のなかで、
『堯夫の易説は聴いて楽しい。試しに今夜来訪して彼のレクチャーを聴いてみるのもいいで
しょう。』と言っている。わたしは以前にも言ったことがあるが、それこそ伊川の孔子に及
ばないところである。孔子ならそういう不用意なことは言わないだろうな。」　　［沈僩］［輔
広同じ。］
〔注〕
（１） 瑩徹　　透徹と同じ。透き通って明らかである。はっきりしている。
（２） 伊川之學……猶有疏處　　伊川易学に対する朱子の評価については、以下のような発
言がみられる。「蓋程傳但觀其理而不考卦畫經文
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、則其意味無窮
4 4 4 4 4 4
、各有用處、誠爲切於日
用功夫、但以卦畫經文考之、則不免有可疑者。喜蓋嘗以康節之言
4 4 4 4 4 4 4 4
、求之而得其畫卦之次第
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、
方知聖人
4 4 4 4
。只是見得陰陽自然生生之象、而摹寫之初未嘗有意安排也」（「答鄭仲禮」一、『晦
庵先生朱文公文集』卷五○）、「易傳言理甚備
4 4 4 4 4 4
、象數卻欠在
4 4 4 4 4
」（『語類』卷六七、「程子易傳」）、
「問先儒讀書、都不如先生精密、如伊川解易亦甚疏。曰伊川見得箇大道理
4 4 4 4 4 4 4 4 4
、卻將經來合他
4 4 4 4 4 4
這道理
4 4 4
、不是解易
4 4 4 4
。又問伊川何因見道。曰他説求之六經而得、也是於濂溪處見得箇大道理、
占地位了」（『語類』卷六七、「程子易傳」）。なお、吾妻重二『朱子学の新研究』（創文社、
4二○○四）一二九頁～一三二頁が参照される。
（３） 用之　　記録者の劉礪。字は用之、福州長楽県（福建省）の人。兄の劉砥とそろって
朱門に登った。生卒年は不明だが、四十七歳で世を去った。黄榦の福州グループが携わっ
ていた礼書の再編において劉兄弟は有力なメンバーだった。『宋元学案』卷六十九「滄洲
諸儒学案」に略伝がある。
（４） 『二程全書』卷六十七「遺文」の「与横渠簡」に「堯夫説易好聽、今夜試來聽他説看」（「與
横渠簡」）とあり、徐必達の校正によると、「一作説先天圖甚有理可試往聽他説看」とある。
（５） 朱子は、「好聽（聴いて楽しい）」と言った程子の軽々しい発言を取り、礼を欠いてい
るとしているのである。以下の資料が参照される。「程子謂康節講易儘説好聽。朱子曰、
此便程子不及孔子處。然朱子于子靜（陸象山）之卒哭已、曰可惜死了個告子。朱子此言恐
4 4 4 4 4
與好聽之説相似
4 4 4 4 4 4 4
、門人未察其實。」（胡煦『周易函書別集』卷十 篝燈約旨「論語」）とあり、
「（朱子）聞陸象山死哭之、良久曰可惜死了告子。夫評品切劘朋友平日、則可至聞其死亡
4 4 4 4 4 4 4
、
不加惋惜
4 4 4 4
、而以譏訕何邪
4 4 4 4 4 4
。孔子於仲由
4 4 4 4 4
、嘗曰若由也
4 4 4 4 4
、不得其死然戒之也
4 4 4 4 4 4 4 4
。至聞其死
4 4 4 4
、則歎
4 4
曰天祝予
4 4 4 4
。朱子學孔子此處相背矣。」（明・楊慎選『丹鉛餘録』續録卷二、經説「朱子忿懥」）
（７） 僩　　記録者の沈僩。字は荘仲、瑞安府永嘉県（浙江省）の人。『宋元学案』卷六十九
に略伝がある。「語録姓氏」の注記に「戊午以後所聞」とあり、慶元四年（一一九八）以
後の記録者とされる。
（８） 廣　　記録者の輔広。字は漢卿、潜庵と號し、嘉興府崇徳県（浙江省）の人。呂祖謙
に師事した。『宋元学案』卷六十四、『至元嘉禾志』卷十三に略伝がある。「語録姓氏」の
注記によれば、「甲寅以後所聞」とあり、紹熹五年（一一九四）以後の記録にあたる。
【３】或言「康節心胸如此快活、如此廣大、如何得似他 （校1）（1）。」曰「它是甚麼樣 （2）做工夫 （校2）
（3）。」　　［僩］
〔校注〕
（校１）楠本本は、「如何得似他」を「安得如之」に作る。
（校２）楠本本は、「它是甚麼樣工夫」に作り、「做」の字なし。
〔訳〕
　ある人「康節の胸中は、晴れやかで明るく、広々としていますが、どうしたら康節のよう
になれますか。」
　朱子「それはいかに努力するかである。」　　［沈僩］
〔注〕
（１） 康節の性情を知る資料として、以下の資料が参照される。「先生少時、自雄其材
4 4 4 4
、慷慨
4 4
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有大志
4 4 4
。既學
4 4
、力慕高遠
4 4 4 4
、謂先王之事爲可必致。及其學益老
4 4 4 4 4
、德益邵
4 4 4
、玩心高明
4 4 4 4
、觀於天
地之運化、陰陽之消長、以達乎萬物之變、然後頽然其順、浩然其歸。」（『河南程氏文集』
卷四 明道先生文集「邵堯夫先生墓誌銘」）
（２） 甚麼樣　　どのように、いかに、いかばかり。なんと。ここでは感嘆を表す。
（３） 做工夫　　努力をする。
【４】問「近日學者有厭拘檢 （1）、樂舒放 （2）、惡精詳、喜簡便者、皆欲 （校）慕邵堯夫之爲
人 （3）。」曰「邵子這道理、豈易及哉。他腹裏有這箇學、能包括宇宙、終始古今、如何不做得
大放得下 （4）。今人却恃箇甚後敢如此」。因誦其詩云「『日月星辰高照耀、皇王帝伯大鋪舒』 （5）。」
可謂人豪矣。」　　［大雅］ （6）
〔校注〕
（校）楠本本は、「皆欲」を「皆有欲」に作る。
〔訳〕
　質問「近頃の学問をする者のなかには、束縛されるのが嫌だ、自由気ままがよい、細かい
ことが嫌いで、簡便を喜ぶといった連中がおり、みな邵雍の人柄を羨慕していますが。」
　朱子「邵子のこの道理にはなかなか及び難いものがある。邵子の胸中には学問があって、
よく宇宙を包括し、古今を通観しているのだから、どうして大いに自由自在にふるまわず
におれようか。ところで今人は何を頼りに康節のようであろうとするのかね。」ついでに邵
子の詩を詠むに、「『日月星辰高く照り耀き、皇王帝伯
は
大いに鋪
の
舒ぶ。』と。実に人豪だね。」　　
［余大雅］
〔注〕
（１） 拘檢　　束縛される。縛られる。
（２） 舒放　　自由気まま。奔放。
（３） 邵雍は、『伊川撃壌集』のなかで、日常の束縛を忘れ、思慮を省き、閑寂に生きること
の楽しみを詠じている。「樂道襟懷忘檢束
4 4 4 4 4 4 4
、任眞言語省思量
4 4 4 4 4 4 4
、賓朋款密過從久
4 4 4 4 4 4 4
、雲水幽閑
4 4 4 4
興味長
4 4 4
」（卷五「後園即事三首」其三）、「安樂窩中雖不拘
4 4 4 4 4 4 4
、不拘終不失吾儒
4 4 4 4 4 4 4
、輕浮酒用小
盞飲、豪壯詩將大字書、花木暄妍春雨後、山川澄淨九秋餘、閑中意思長多少、無添人間一
丈夫」（卷十「安樂窩中吟十四首」其十四）。また邵雍が多くの人々から慕われていたとい
う記述は、「富鄭公、司馬温公、呂申公退居洛中、爲市園宅。出則乘小車、一人挽之、任
意所適。士大夫識其車音
4 4 4 4 4 4 4
、争相迎候
4 4 4 4
。童孺厮隷皆曰
4 4 4 4 4 4
、吾家先生至也
4 4 4 4 4 4
。不復稱其姓字。遇人
4 4
無貴賤賢不肖
4 4 4 4 4 4
、一接以誠
4 4 4 4
。羣居燕飲、笑語終日、不甚取異于人。樂道人之善、而未嘗及其
惡。故賢者悦其德
4 4 4 4 4 4
、不賢者喜其真
4 4 4 4 4 4
、久而益信服之
4 4 4 4 4 4
。」（『宋元学案』卷九「百源学案上」）と
6確認される。
（４） 放得下　　こだわらない。執着しない。自由自在。
（５） 「安樂窩中一部書、號云皇極意何如、春秋禮樂能遺則、父子君臣可廢乎、浩浩羲軒開闢
後、巍巍堯舜協和初、炎炎湯武干戈外、恟恟桓文弓劔餘、日月星辰高照耀
4 4 4 4 4 4 4
、皇王帝伯大鋪
4 4 4 4 4 4
舒
4
、幾千百主出規制、數億萬年成楷模、（中略）既往盡歸閑指點、未來須俟別支吾、不知
造化誰爲主、生得許多奇丈夫」（『伊川撃壤集』巻九「安楽窩中一部書」）
（６） 大雅　　記録者の余大雅（一一三八～一一八九）。字は正叔、淳煕六年（一一七九）～
同十六年（一一八九）に至る十年半の間の記録者。その間、七次にわたる師事があったと
される。『宋元学案』卷六十九に略伝がある。
【５】厚之 （1）問「康節只推到數 （2）。」曰「然」。某問「須 （校）亦窺見理。」曰「雖窺見理、却
不介意了。」　　［可學］ （3）
〔校注〕
（校）楠本本は、「須」の前に「渠」の字あり。
〔訳〕
　王厚之「康節はひたすら数理を推し進めますが。」
　朱子「そうだ。」
　ある人「やはり理を探らなければならないかと。」
　朱子「理を探るところか、むしろ気にも止めない。」　　［鄭可学］
〔注〕
（１） 厚之　　王厚之、字は順伯。その先祖はもともと臨川の人で魏公安礼の子孫であった。
『宋元学案』卷五十八「象山学案」に略伝がある。
（２） 「聖人説數説得疏
4 4 4 4 4 4 4
、到康節
4 4 4
、説得密了
4 4 4 4
。……三百八十四爻管定那許多數
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、説得太密了
4 4 4 4 4
。
易中只有箇奇耦之數是自然底、大衍之數卻是用以揲蓍以求那數、起那卦、數是恁地起、卦
是恁地求。不似康節坐地黙想推將去、便道某年某月某日、當有某事。聖人決不恁地」（『語
類』卷六七「邵子易」）
（３） 可學　　記録者の鄭可学。字は子上、持斎先生と呼ばれる。興化軍莆田県（福建省）
の人。朱熹の師範代や子弟教育の責任を任され、高弟の一人とされる。『宋元学案』卷
六十九に略伝がある。
【６】 （校）問「康節學到『不惑』處否」。曰「康節又別是一般。聖人知天命以理 （1）、他只是以術。
然到得術之精處、亦非術之所能盡。然其初只是術耳。」　　［璘］ （2） 
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〔校注〕
（校） 楠本本には、本条なし。
〔訳〕
　質問「康節の学問は、『不惑』の境地に至ったのでしょうか」。
　朱子「やはり康節は別である。聖人が天命を知るというのは、物事の道理を知ることを
もっていうが、康節はただ数術のみである。その数術は精緻なレベルに達してはいるが、や
はり数術の正しい在り方を尽くすものではない。はじめから数術だけだからな。」　　［滕璘］
〔注〕
（１） 不惑……知天命以理　　「『四十而不惑』、於事物當然更無所疑。『五十知天命』、則窮理
盡性、而知極其至矣。立時則未免有所把捉、不惑則事至無疑
4 4 4 4 4 4 4
、勢如破竹、迎刃而解矣。不
4
惑者
4 4
、見事也
4 4 4
。知天命者
4 4 4 4
、見理也
4 4 4
。伊川云『先知先覺、知是知此事、覺是覺此理。』」（『語
類』卷二十三、論語五、爲政篇上「吾十有五而志于學章」）「不惑時便是見得理明也
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。知天
4 4
命時
4 4
、又知得理之所自出
4 4 4 4 4 4 4 4
。」（『語類』第二十三、論語五、爲政篇上「吾十有五而志于學章」）
「問『四十而不惑』、是知其然。『五十知天命』、是其所以然。如此說得否。」曰「如門前有
4 4 4 4
一溪
4 4
、其先得知溪中有水
4 4 4 4 4 4 4 4
、其後知得水源頭發源處
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。如『天命之謂性、率性之謂道』。四十
時是見得那『率性之謂道』。五十時是見他『天命之謂性』。到六十時、是見得那道理爛熟後、
不待思量、過耳便曉。」（『語類』第二十三、論語五、爲政篇上「吾十有五而志于學章」）
（２） 璘　　滕璘（一一四五？～一二二九）。字は徳粋、渓斎と号する。徽州婺源県（江西省）
の人。朱熹の父祖の地における後輩である。伝記は真徳秀「朝奉大夫賜紫金魚袋滕公墓誌
銘」（西山先生眞文忠公文集・卷四十六）、『宋元学案』卷六十九に略伝がある。
【７】邵康節 （校1）、看這人須極會 （1）處置事。被 （2）他神閑 （校2）氣定 （3）、不動聲氣 （4）、須處
置得精明。他氣質本來清明、又養得來純厚、又不曾枉用了心 （5）。他用那心時、都在緊要上用。
被他靜極了 （6）、看得天下之事理精明。嘗於百原深山中闢書齋、獨處其中 （7）。王勝之 （8）常
乘月訪之 （9）、必見其燈下正襟危坐、雖夜深亦如之。若不是養得至靜之極、如何見得 （校3）道
理如此精明。只是他做得出來、須差異 （校4）（10）。季通 （11）嘗云『康節若做、定是四公、八
辟、十六侯、三十二卿、六十四大夫 （校5）、都是加倍法』 （12）、想得是如此。想見他看見天下
之事、才上手來、便成四截了 （13）、其先後緩急、莫不有定。動中機會 （14）、事到面前、便處
置得下矣。康節甚喜張子房 （15）、以爲子房善藏其用。以老子爲得易之體 （校6）、以孟子爲得易
之用 （16）、合二者而用之、想見 （17）善處事。」問「不知真箇用時如何。」曰「先時說了、須差異。
須有些機權術數 （18）也。   ［僩］
8〔校注〕
（校１）楠本本は、「邵康節」の前に「又言」の二字有り。
（校２）朝鮮整版は、「閑」を「間」に作る。
（校３）楠本本は、「見得道理」を「見道理」に作る。
（校４）楠本本は、「差」と「異」の間に「七亜反」の割注がある。
（校５）楠本本は、「四公八辟十六侯三十二卿六十四大夫」を「四□八十六三十二六十四大□」
に作る。
（校６）楠本本は、「體」を「躰」に作る。
〔訳〕
　朱子「邵康節、この人はきっと上手に物事を処理できたであろう。精神がゆったりして気
持ちが落ち着いており、言葉を発せずして静寂を保つことで、きっと物事の處理はきめ細か
く的確であったはずだ。彼の気質はもともと清らかに透き通っていたし、さらに純厚に養い、
無駄に心を勞することがなかった。彼がその心を用いる時はつねに緊要な事に限っていた。
彼は至静の極致を保つことにより、天下の事理をきめ細かく明確に捉えることができたので
ある。康節は、かつて百原の山奥に書斎を構え、獨居していた。王勝之（康節の弟子）がい
つも夜中に師を訪ねると、必ず蝋燭の灯りのもとで襟を正し正座している師の姿が見え、夜
更けまで姿勢を崩すことはなかった。こうして至静の極致を養うことがなければ、どうして
かくも道理を精明に見ることなどできよう。だが、彼の行った仕事は一風変わったものであ
る。かつて季通（蔡元定）は、『康節は、（易の六十四卦をもって）四公・八辟・十六侯・
三十二卿・六十四大夫の秩序を定めた。これは加倍法である。』と言っていたが、その通りだ
と思う。康節は天下の万事を手当たり次第、四つのカテゴリーに分けることによって、物事
の先後緩急の違いはしっかり定まった。身を動かせば、ぴったりと時機を得ていたため、出
来事に直面してすかさず処置を下すことができた。康節はすこぶる張子房を好んだが、それ
は子房がうまくその方法を収めていると考えたからである。康節は、老子によって易の根本
を知り、孟子によって易の運用を得、両方を併用することで物事にうま対処したと思われる。」
　質問「好機に投ずる方法が分からなければ、どうしたらいいでしょう。」
　朱子「さっき言ったのにおかしいな。いくらかは権謀術数が必要ということだ。」　　
［沈僩］
〔注〕
（１） 極會　　「極」は助動詞の「能」「肯」「会」「敢」などの前に用いる。「極會」は「よく
～することができる」「～をすることが上手である」の意。
（２） 被　　「被」は原因を表す介詞。唐・宋以降に見られる特殊な用法。
（３） 神閑氣定　　「心於未遇事時須是靜
4 4 4 4 4 4 4 4 4
、及至臨事方用
4 4 4 4 4 4
。便有氣力。如當靜時不靜
4 4 4 4 4 4
、思慮散亂
4 4 4 4
、
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及至臨事
4 4 4 4
、已先倦了
4 4 4 4
。伊川解「靜專」處云「不專一則不能直遂。」閑時須是收斂定
4 4 4 4 4 4 4
、做得
事便有精神。」（『語類』卷十二、學六「持守」）、「讀書閑暇、且靜坐、教他心平氣定
4 4 4 4
、見得
4 4
道理漸次分曉
4 4 4 4 4 4
。」（『語類』卷十一、學五「讀書法下」）
（４） 不動聲氣　　言葉を発せずに静寂を保つ。『易』繋辞上伝の「寂然として動かず。感じ
て遂に天下の故に通ず」に通ずるものである。用例として「此心固不動
4 4 4 4 4
、此事極難處
4 4 4 4 4
、一
4
言以蔽之
4 4 4 4
、尚恐費言語
4 4 4 4 4
。」（『伊川撃壤集』卷三「秋懷三十六首」）、「便即當子房閑時不做聲氣
4 4 4 4
、
莫教他說一語、更不可當。」（卷百二十五、老氏附莊列、老子書「谷神不死章第六」）とある。
（５） 枉用了心　　「枉」は、むだに。無駄に心を労する。
（６） 被他靜極了　　「被」は前掲の〔注２〕を参照。
（７） 「程子曰、邵堯夫先生始學於百原、堅苦刻厲、冬不爐、夏不扇、夜不就席者數年、衛人
賢之。」（『伊洛淵源録』卷五、康節先生「墓誌銘」）
（８） 王勝之　　「吳柔勝、字勝之、宣城人。幼聽其父講伊洛書、知持敬之學。淳熙中進士、
調都昌簿、差嘉興教授。御史湯碩劾其救荒浙右、擅放田租、爲趙汝愚收人心、且主朱氏之
學、不可爲師儒、自是閒居十餘年。嘉定初、歷國子正、以晦庵四書與諸生誦習、于是士知
趣向。後以秘閣修撰奉祠。卒、謚正肅」（『宋元学案』卷四十九「晦翁學案」下）
（９） 乘月　　夜、夜中
（10） 須差異　　おかしい。風変わりである。
（11） 季通　　蔡元定、字季通、建之建陽人。父發、博覽群書、號牧堂老人、以程氏語錄、
邵氏經世、張氏正蒙授先生、曰「此孔、孟正脈也」。先生深涵其義。既長、辨晰益精。聞
朱文公名、往師之。文公叩其學、大驚、曰「此吾老友也，不當在弟子列」。四方來學者、
必俾先從先生質正焉。從臣尤公袤、楊公萬里薦，堅以疾辭。……所著大衍詳說、律呂新書、
燕樂、原辯、皇極經世、太玄潛虛指要、洪範解、八陳圖說。（『宋元學案』卷六十二「西山
蔡氏學案」）
（12） 康節の先天易を「加倍法」と称したのは、程明道に由来する。「（明道）謂堯夫曰、堯
4
夫之數只是加一倍法
4 4 4 4 4 4 4 4 4
。以此知太玄都不濟事。堯夫驚撫其背曰、大哥你怎恁他聰明。」（『上
蔡語録』卷三）を参照。なお、加倍法による先天易の構造については、「太極既分両儀立矣。
陽下交於陰、陰上交於陽、四象生矣。陽交於陰、陰交於陽、而生天地四象、剛交於柔、柔
交於剛、而生地之四象。於是八卦成矣。八卦相錯、然後萬物生焉。是故一分爲二、二分爲
四、四分爲八、八分爲十六、十六分爲三十二、三十二分爲六十四。故曰分陰分陽、迭用柔
剛。易六位、而成章也。」（『觀物外篇』）とある。
（13） 才上手來、便成四截了　　手当たり次第、四つに分ける。邵雍は天地萬物を四つのカ
テゴリーに分類しようとした。たとえば、「動之大者謂之太陽、動之小者謂之少陽、靜之
大者謂之太陰、靜之小者謂之少陰。太陽爲日、太陰爲月、少陽爲星、少陰爲辰。日月星辰交、
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而天之體盡之矣。靜之大者謂之太柔、靜之小者謂之少柔、動之大者謂之太剛、動之小者謂
之少剛。太柔爲水、太剛爲火、少柔爲土、少剛爲石。水火土石交、而地之體盡之矣。」（『觀
物内篇』）とあるように、天における「日月星辰」、地における「水火土石」は、それぞれ
天と地との四象であるとし、それは易の宇宙生成論（太極→両儀→四象→八卦）における
四象（太剛・太柔・少剛・少柔）にもとづき、四象による万物のアナロジーを図ったもの
である（〔図表１〕「伏羲先天八卦次序」、〔図表２〕「伏羲先天六十四卦次序」を参照）。邵
雍の『観物内篇』には、自然界や人間社会における様々な事物・事柄を四象のカテゴリー
によって分類を行っている（〔図表３〕「『観物内篇』における経世天地四象図」を参照）。
なお、本稿で掲載する〔図表１～３、６、７〕は、辛賢「邵雍の「皇極経世」とその背景」（林
田真之介博士傘壽記念『三国志論集』三国志学会、二○一二）からの引用であり、〔図表４〕
は辛賢『漢易術数論研究』（汲古書院、二○○二）からの引用である。〔図表５〕については、
三浦國雄「皇極経世書」（中国文明選『史学論集』朝日出版社、一九七三）を参照されたい。
（14） 機會　　事を行うにちょうど適当な時機。
（15） 張子房（？～前一八九）　　前漢の政治家、張良のこと。子房は字である。祖は韓の貴族。
秦が韓を滅ぼした後、良は全財産を挙げて刺客を探し求め、始皇帝の暗殺を図ったが失敗。
のちに劉邦の軍師となり、漢建国を助け、留侯に封ぜられた。蕭荷・韓信とともに三傑と
稱された。晩年、黄老を好み、神仙辟穀の術を学んだ。「留侯乃稱曰、家世相韓、及韓滅、
不愛萬金之資、爲韓報讎彊秦、天下振動。今以三寸舌爲帝者師、封萬戸、位列侯、此布衣
之極、於良足矣。願弃人閒事、欲從赤松子游耳。乃學辟穀、道引輕身。會高帝崩、呂后德
留侯、乃彊食之、曰人生一世閒、如白駒過隙、何至自苦如此乎。留侯不得已、彊聽而食」（『史
記』留侯世家）
（16） 「康節云『老子得易之體、孟子得易之用』。康節之學、意思微似莊老」。或曰「老子以其
不能發用否」。曰「老子只是要收藏、不放散」。（『語類』卷八十七「禮四、小戴禮祭義」）、「康
節嘗言「老氏得易之體、孟子得易之用」非也。老子自有老子之體用、孟子自有孟子之體用。
「將欲取之、必固與之」、此老子之體用也。存心養性、充廣其四端、此孟子之體用也」（『語
類』卷一百二十五「老氏附莊列老子」）
（17） 想見　　推測して知る。見当がつく。考えられる。窺われる。
（18） 機權術數　　はかりごと。術策。
【８】直卿 （1）問「康節詩、嘗有莊老之說、如何。」曰「便是 （2）他有些子這箇。」曰「如此、
莫於道體 （校1）有異否。」曰「他嘗 （校2）說『老子得易之體、孟子得易之用』、體用自分作兩截。」
曰「他又說經綸 （3）、如何。」曰「看他只是以術去處得這事恰 （校3）好 （4）無過、如張子房相似、
他所以極口稱贊子房也 （5）。二程謂其粹而不雜 （6）。以今觀之、亦不可謂不雜 （校4）。」曰「他
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說風花雪月 （7）、莫是曾點意思否。」 （8）曰「也是見得眼前這箇好。」［璘錄云「舜功 （9）云『堯
夫似曾點。』曰『他又有許多骨董。』 （校5）］曰「意其有『與自家意思一般』 （10）之意。」曰「也
是它有這些子。若不是、却淺陋了。」　　［道夫］ （11）
〔校注〕
（校１）楠本本は、「體」を「理」に作る。
（校２）楠本本は、「嘗」を「常」に作る。
（校３）楠本本は、「恰」を「却」に作る。
（校４）楠本本は、「謂不雜」を「謂之不雜」に作る。
（校５）楠本本には、「璘録云～骨董」の割注がない。
〔訳〕
　直卿「康節の詩に老荘の説があることについてはいかがでしょうか。」
　朱子「ほんの少しあるだけだ。」
　直卿「すると、道体に違いがあるのではないでしょうか。」
　朱子「康節はかつて『老子は易の体を得ており、孟子は易の用を得ている』と説いたが、
それによれば体と用は自ずと分かれるということだね。」
　直卿「康節は、さらに経世を説いていますが、それはいかがでしょうか。」
　朱子「康節がもっぱら数術によって物事に対処し誤りがなかったのをみると、張子房に似
ている。だから彼は口を極めて張子房を稱えているわけだ。二程は康節の説についてほかの
説が混じり込んでおらず純粋であると言っている。いまみると、混ざっていないとは言えな
いな。」
　直卿「康節は四時の風花雪月を説いていますが、それは曾点の考えではないでしょうか。」
　朱子「やはり目の前のものをそのまま見ればよいということだ。」［滕璘曰く、符敍（舜功）
は康節が曾点に似ているという。康節はまた多くの骨董品を持っていたという。］
　直卿「それには（周敦頤の）『己の知覚と同じである』という意味があると思いますが。」
　朱子「たしかにいくらかはある。でないと、つまらないな。」　　［楊道夫］
〔注〕
（１） 直卿　　黄榦の字。勉斎と号する。福州閩県（福建省）の人。朱子に侍する期間が最
も長いこともあって、他人の所録に広汎ににわたって登場する。『宋史』卷四三○に伝記
があり、黄宗羲『宋元学案』卷六十三に「文肅黄勉斎先生榦」がある。
（２） 便是　　ただ～だけだ。
（３） 經綸　　天下を営み治める喩え。経は糸口を理めて分けること。綸は類を以て合わせ
ること。経世。「君子以經綸」（『易』屯卦）、「惟天下至誠、爲能經綸天下之大經」（『中庸』
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三十二章）、「經者、理其緒而分之、綸者、比其類而合之也」（『中庸章句』）、「曰猶治絲者、
先須逐條理其頭緒而分之、所謂經也。然後比其類而合之、如打絛者必取所分之緒、比類而
合爲一、所謂綸也。」（『朱子語類』卷六十四、中庸三、三十二章）
（４） 恰好　　ちょうどよい、うまい具合である、適当である。
（５） 康節は張子房を称える詩を作っている。詳しくは【10】の〔注８〕を参照。
（６） 「先生得之於李挺之、挺之得之於穆伯長、推其源流遠有端緒。今穆李之言及其行事概可
見矣。而先生淳一不雜、汪洋浩大、乃其所自得者多矣。然而名其學者、豈所謂門戸之衆、
各有所因而入者歟。」（『二程文集』卷四、明道文集四、墓誌銘「邵堯夫先生墓誌銘」）
（７） 風花雪月　　四時のすぐれた景物。「爲人雖未有前知、富貴功名豈力爲、滌蕩襟懷須是
酒、優游情思莫如詩、況當水竹雲山地
4 4 4 4 4 4 4
、忍負風花雪月期
4 4 4 4 4 4 4
、男子雄圖存用舎、不開眉笑待何
時。」（『伊川撃壤集』卷一「和人放懷」）、「堯夫吟、天下拙。來無時、去無節。如山川、行
不徹。如江河、流不竭。如芝蘭、香不歇。如蕭韶、聲不絶。也有花
4 4 4
、也有雪
4 4 4
、也有風
4 4 4
、也
4
有月
4 4
。又温柔、又峻烈、又風流、又激切。」（『伊川撃壤集』卷五「堯夫吟」）、「雖死生榮辱
轉戰于前、曾未入于胸中、則何異四時風化雪月一過乎眼也。」（『伊川撃壤集』序）とある。
（８） 曾點　　春秋、魯の人。『史記』に魯蔵に作る。字は晳。孔子の弟子。「子路曾哲冉有
公西華侍坐。……曰、莫春者、春服既成。冠者五六人、童子六七人、浴乎沂、風乎舞雩、
詠而歸。夫子喟然歎曰、吾與點也。」（『論語』先進篇）、「曾點漆雕開已見大意。」（『河南程
氏遺書』卷六）、「又曰、莊周列禦寇亦似曾點底意思」（『語類』卷百十七、訓門人五）、「又
曰「只怕曾點有莊老意思。」或問「曾點是實見得如此、還是偶然說著。」曰「這也只是偶然
說得如此。他也未到得便做莊老、只怕其流入於莊老。」（『語類』卷四十、論語「先進篇」
子路曾晳冉有公西華侍坐章）、「恭父問「曾點說『詠而歸』一段、恐是他已前實事、因舉以
見志。」曰「他只是說出箇意思要如此。若作已前事說、亦不可知。人只見說曾點狂、看夫
子特與之之意、須是大段高。緣他資質明敏、洞然自見得斯道之體、看天下甚麼事能動得他。
他大綱如莊子。明道亦稱莊子云『有大底意思。』又云『莊子形容道體、儘有好處。』邵康節
晚年意思正如此、把造物世事都做則劇看。曾點見得大意、然裏面工夫却疏略。明道亦云『莊
子無禮、無本。』」（『語類』卷四十、論語二十二「先進篇下」子路曾晳冉有公西華侍坐章）
（９） 舜功　　符敍。字は舜功、建昌軍（江西省南城県）の人。『宋元学案』卷六十九に略伝
がある。はじめは陸九淵（象山、一一三九～九二）に師事していたとされる。
（10） 與自家意思一般　　周敦頤の言葉。動物や植物にも人間と同じような知覚をもってい
るという意味。「又曰茂叔窻前草不除。問之云與自家意思一般」（『周子全書』卷七「諸儒
議論」）、「又問「人與鳥獸固有知覺、但知覺有通塞、草木亦有知覺否。」曰「亦有。如一盆花、
得些水澆灌、便敷榮。若摧抑他、便枯悴。謂之無知覺、可乎。周茂叔窗前草不除去、云『與
自家意思一般』、便是有知覺。只是鳥獸底知覺不如人底、草木底知覺又不如鳥獸底。」（『語
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類』卷六十、孟子十、盡心上「盡其心者章」）
（11） 道夫　　楊道夫。字は仲思、建寧府浦城県の人。「語録姓氏」の注記に「己酉（淳煕十六年、
一一八九）以後所聞」とある記録者。『宋元学案』卷六十九に伝記がある。生卒は未詳。
【９】 （校1）問「程子謂康節『空中樓閣』 （1）。」曰「是四通八達。［方子 （2）錄云、言看得四通八
達。］莊子比康節亦髣髴相似。然莊子見較高、氣較豪。他是事事識得了、又却蹴踏 （3）著 （校2）、
以爲不足爲 （4）。康節略有規矩 （5）。然其詩云『賓朋莫怪無拘檢、真樂攻心不柰何 （6）。』不知
是何物攻他心。」　　［佐］ （7）
〔校注〕
（校１）楠本本には、本条なし。
（校２）正中書局本、和刻本には「著」を「着」に作る。
〔訳〕
　質問「程子は康節を『空中の楼閣』と言っていましたが。」
　朱子「四方八方にわたって通観しているということだ。［李方子の記録には「言看得四通
八達（四方八方に通達して観ることを言う）」とある。］荘子は康節を彷彿させるものがあり、
互いに似通っている。だが荘子はより高踏的で豪快であった。荘子はあらゆる物事に精通し
ていたものの、飄然として取るに足らないものと考えた。康節はおおかた理にかなっている。
しかし、彼の詩に「賓朋、拘檢無きを怪しむこと莫かれ。真の樂しみは心を攻めて柰
い か ん
何とも
せず（賓朋よ、日常の束縛から解き放たれることを不安に思わないでくれ。その真の楽しみ
が分かれば、たとえ心を攻められても何ともないのだがら）」と云っている。これでは、彼
を心服させるものがあるか分からない。　　［蕭佐］
〔注〕
（１） 「堯夫猶空中樓閣」（『伊洛淵源録』卷五「康節先生」）
（２） 方子　　李方子。字はは公晦、果斎と号する。邵武軍（福建省）の人。「語録姓氏」に「戊
申（淳煕十五年、一一八八）以後の記録者とされる。また、朱子年譜の最初の作成者とし
て知られる。『宋史』卷四三○及び『宋元学案』卷六十九に伝記がある。
（３） 蹴踏著  　「蹴踏」は一蹴する、問題にしない、こだわらないの意。飄々、飄然
（４） 『語録』卷一百二十五、老氏附莊列「莊子」に「或問康節近似莊周。曰康節較穏。」とあり、
また「莊子比邵子見較高、氣較豪。他是事事識得、又却蹴踏了、以爲不足爲。邵子却有規
矩。」という文が見える。
（５） 略有規矩　　おおかた理にかなっている。
（６） 康節の詩「林下五吟」の一首。「有物輕醇號太和、半醺中最得春多。靈丹換骨還如否、
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白日升天得似磨。儘快意時仍起舞、到忘言處只謳歌。賓朋莫怪無拘檢
4 4 4 4 4 4 4
、真樂攻心不柰何
4 4 4 4 4 4 4
。」
（『伊川撃壌集』卷八「林下五吟」）
（７） 佐　　記録者の蕭佐。字は定夫、潭州湘郷県（湖南省）の人。『宋元学案』卷七十一に
略伝がある。朱熹の長沙期に師事したとされる。
【10】 （校）「康節之學、近似釋氏、但却又挨傍 （1）消息盈虛者言之。」問「擊壤序中『以道觀道』
等語 （2）、是物各付物 （3）之意否。」曰「然。蓋自家都不犯手 （4）之意。道是指陰陽運行者言之。」
又問「如此、則性與心身都不相管攝、亡者自亡、存者自存否 （5）。」曰「某固言其與佛學相近
者、此也。」又曰「康節凡事只到半中央便止、如看花切勿看離披 （6）、是也。如此、則與張子
房之學相近 （7）。」曰「固是康節自有兩三詩稱贊子房 （8）。」曰「然則與楊氏爲我 （9）之意何異。」
先生笑而不言。　　［必大］ （10）
〔校注〕
（校）楠本本「邵子之書」に本条なし。
〔訳〕
　朱子　「康節の学問は仏学に近い。ただし、それは万物の消息盈虛の説を被っているからだ。」
　質問　「『伊川撃壌集』のなかの「道を以て道を観る」などの語は、物は各々物の流れに任
せるという意味でしょうか。」
　朱子　「そうだ。自分で恣意的な作為を加えないという意味なのであろう。その「道」とは、
陰陽の運行を指して言う。」
　質問　「すると、性と心身とはまるっきりコントロールしたりされたりするのではなく、
亡ぶ者は自ずと亡び、存するものは自ずと存する、といったことでしょうか。」
　朱子　「そもそもわたしが康節の学問が仏学に近いと言ったのも、そのためだ。」
　朱子　「康節にとって物事というのはその半ばになると、生長が止まり、いわば『花を見
て花の離
まん
披
かい
を看る勿れ』というのもそのことである。その点、張子房の学と互いに近いもの
がある。」
　朱子　「そもそも康節自ら張子房を称えた詩が二、三あるからな。」
　質問　「そうなりますと、自分のためのことしか考えない楊子の説と何が違うのでしょ
う。」  先生は笑って何も仰らなかった。　［呉必大］
〔注〕
（１） 挨傍　　寄りそう。こうむる。受ける。
（２） 以道觀道　　「是知以道觀性、以性觀心、以心觀身、以身觀物、治則治矣、然猶未離乎
害者也。不若以道觀道、以性觀性、以心觀心、以身觀身、以物觀物、則雖欲相傷、其可得
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乎」（『伊川撃壤集』自序）
（３） 物各付物　　物はそれぞれ物自体の成り行きに任せる。「致知在格物
4 4 4 4 4
、物來則知起
4 4 4 4 4
、物
4
各付物
4 4 4
、不役其知
4 4 4 4
、則意誠不動
4 4 4 4 4
、意誠自定
4 4 4 4
、則心正始學之事也。」（『二程遺書』卷六）、「物
各付物、不役其知、便是致知、然最難。」（『語類』卷九十七、程子之書三）、「靜中動、起念時。
動中靜、是物各付物」（『語類』卷十二、學六「持守」）
（４） 犯手　　自分で手をかけない、または作為をせずに自然の流れに任せるの意。ここで
は後者の意味合いが強い。詳しくは、本条の〔注７〕を参照。
（５） 「性猶太極也、心猶陰陽也。太極只在陰陽之中、非能離陰陽也。然至論太極、自是太極
4 4 4 4
、
陰陽自是陰陽
4 4 4 4 4 4
。惟性與心亦然
4 4 4 4 4 4
。所謂一而二、二而一也。」（『語類』卷五、性理二「性情心
意等名義」）
（６） 看花切勿看離披　　「離披」とは、花が十分に開く。満開。あとは散るだけ。花の美し
さを味わい感動するには用心して開ききらないうちにみるの意。満開になれば、あとは散
るだけで喜びを味わうことができない。『伊川撃壌集』に「安樂窩中春欲歸、春歸忍賦送
春詩、雖然春老難牽復、却有夏初能就移、飲酒莫教成酩酊
4 4 4 4 4 4 4
、賞花愼勿至離披
4 4 4 4 4 4 4
、人能知得此
般事、焉有閑愁到兩眉」（巻十「安樂窩中吟十四首」其十一）とある。さらに「酩酊」「離
披」、いずれも事物の至極の意をあらわし、時運の極まったときに畏れ慎むべきであるこ
とをいう。「時運到那裏都過了、康節所謂『飲酒酩酊、開花離披』時節、所以有這樣不好
底意思出來。」（『語類』卷七十三、易九「既濟」）、「既濟事之既成也。只縁既字不好。此即
4 4
康節怕處其盛之意
4 4 4 4 4 4 4 4
。所謂飲酒酩酊
4 4 4 4 4 4
、開花離披時節
4 4 4 4 4 4
。日中則昃、月盈則食、萬物皆不能逃乎
此數。故邵子論易毎到中半處、便有回頭却顧之意
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。」（明・蔡清『易經蒙引』卷八「既濟」）
とある。
（７） 與張子房之學相近　　「老子是箇占便宜
4 4 4 4 4 4 4
、不肯擔當做事底人
4 4 4 4 4 4 4 4
、自守在裏
4 4 4 4
、看你外面天翻
地覆、都不管、此豈不是少恩。」（『語類』卷百三十七「戰國漢唐諸子」）、「如所謂『代大匠
斲則傷手』者、謂如人之惡者、不必自去治它、自有別人與它理會。只是占便宜
4 4 4 4 4
、不肯自犯
4 4 4 4
手做
4 4
。」 曰「此正推惡離己。」曰「固是。如子房為韓報秦、攛掇高祖入關、又項羽殺韓王成、
又使高祖平項羽
4 4 4 4 4 4 4
、兩次報仇皆不自做
4 4 4 4 4 4 4 4
。後來定太子事、它亦自處閑地
4 4 4 4 4 4
、又只教四老人出來定
之。」（『語類』卷百二十五、老氏附莊列「老子」）。なお、「朱文公云子房只是占便宜
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、不肯
4 4
自犯手做
4 4 4 4
、如爲韓報秦、攛掇高祖入關、又只教四老人出来做。後来誅僇功臣時、更討他不
着。邵康節之學
4 4 4 4 4
、亦與子房相似
4 4 4 4 4 4
。康節本是要出來有爲之人、又不肯深犯手做。凡事直待可
做處、方試爲之、纔覺難、便拽身退。如撃壌集中以道觀道等語
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、是物各付物之意
4 4 4 4 4 4 4
、蓋自家
4 4 4
都不犯手
4 4 4 4
、又凡事只到半中央便止
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、如看花切勿看離披是也
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。」（宋・羅大經『鶴林玉露』丙
編卷四）をも参照される。
（８） 『伊川撃壌集』に張子房を称える詩が三首ある。「六國區區共事秦、疲於奔命尚難親。
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如何殺盡半天下、豈是關東没一人。當日宜陽號別都、奈何韓國特區區。子房不得宣遺恨、
博浪沙中中副車」（巻五「過宜陽城二首」）、「皋陶遇舜、伊尹逢湯。武丁得傅、文王獲姜。
齊知管仲、漢識張良。諸葛開蜀、玄齡啓唐」（巻十六「偶得吟」）、「漢室開基第一功、善哉
能始又能終。直疑後日赤松子、便是當年黄石公。用捨隨時無分限、行藏在我有窮通。古人
巳死不復見、痛惜今人少此風」（巻十六「讀張子房傳吟」）
（９） 楊氏爲我　　戦国時代の楊朱。為我の説を唱え、墨子の公利主義的な兼愛説に対し、
徹底した個人主義・利己主義と評される。「楊子取爲我、抜一毛而利天下、不爲也。」（『孟
子』盡心上）、「聖王不作、諸侯放恣、處士橫議、楊朱墨翟之言盈天下。天下之言、不歸楊、
則歸墨。楊氏爲我
4 4 4 4
、是無君也
4 4 4 4
。」（『孟子』滕文公下）とあり、『集注』に「楊朱但知愛身、
而不復知有致身之義、故無君。墨子愛無差等、而視其至親無異眾人、故無父。無父無君、
則人道滅絕、是亦禽獸而已。」（滕文公章句下）とある。
（10） 必大　　記録者の呉必大。字は伯豊、興国軍（湖北省東南部）の人。「語録姓氏」に「戊
申・己酉（淳煕十五・六年、一一八八・八九所聞」と注する記録者であり、朱熹から最大
の期待を寄せられた高弟である。『宋元学案』卷六十九に略伝がある。
【11】 （校1）因論康節之學、曰「似老子。只是自要尋箇寬間 （校2）快活處、人皆害它不得。後
來張子房亦是如此。方衆人紛拏擾擾時 （1）、它自在背處。」 （2）人傑因問「擊壤集序有『以道觀
性、以性觀心、以心觀身、以身觀物。治則治矣、猶未離乎害也』 （3）。上四句自説得好、却云
『未離乎害』。其下云『不若以道觀道、以性觀性、以心觀心、以身觀身、以物觀物、雖欲相傷、
其可得乎。若然、則以家觀家、以國觀國、以天下觀天下、亦從而可知也。』恐如上四句、似
合聖人之中道 （4）。『以道觀道』而下、皆付之自然 （5）、未免有差否。」曰「公且說前四句。」曰「性
只是仁義禮智、乃是道也。心則統乎性、身則主乎心、此三句可解。至於物、則身之所資以爲
用者也。」曰「此非康節之意。既不得其意、如何議論它 （校3）。」人傑因請教。先生曰「『以道觀性』
者、道是自然底道理、性則有剛柔善惡 （6）參差不齊處、是道不能以該盡 （7）此性也。性有仁
義禮智之善、心却千思萬慮、出入無時、是性不能以該盡此心也。心欲如此、而身却不能如此、
是心有不能檢 （校4）其身處。以一身而觀物 （8）、亦有不能盡其情狀變態處、此則未離乎害之意
也。且以一事言之。若好人之所好、惡人之所惡 （9）、是『以物觀物』之意。若以己之好惡律人、
則是『以身觀物』者也。」又問「如此、則康節『以道觀道』等說、果爲無病 （10）否。」曰「謂
之無病不可、謂之有病亦不可。若使孔孟言之、必不肯如此說。渠自是一樣意思。如『以天下
觀天下』、其說出於老子 （11）。」又問「如此、則『以道觀性、以性觀心、以心觀身』三句、義
理有可通者、但『以身觀物』一句爲不可通耳。」曰「若論『萬物皆備於我』 （12）、則『以身觀物』、
亦何不可之有。」　　［人傑］ （13）
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〔校注〕
（校１）楠本本は、本条なし。
（校２）和刻本は、「間」を「閑」に作る。
（校３）朝鮮正版は、「它」を「佗」に作る。
（校４）正中書局本は、「檢」を「撿」に作る。
〔訳〕
　康節の学問に話題が及んだ時に次のように言及された。
　朱子「康節の学問は老子に似ている。自分自身はゆったりと長閑で心地よい場所を求めて、
人々はそれを害して得られない。のちの張子房もそうであった。衆人がごたついて争う時、
彼はその場を後にした。」
　人傑はついでに質問した。
　人傑「『伊川撃壌集』序に『道を以て性を観、性を以て心を観、心を以て身を観、身を以
て物を観る。治まるものは則ち治まるも、然れども猶お未だ害を離れず。』とありますが、
前半の四句（「道を以て性を観～身を以て物を観る」）の説いている内容は妥当であるのに、
むしろ「なお弊害を免れない」と言っていますよね。その後文には『道を以て道を観、性を
以て性を観、心を以て心を観、身を以て身を観、物を以て物を観るに若かず。相傷らんと欲
すと雖も其れ得可けんや。若し然らば、則ち家を以て家を観、国を以て国を観、天下を以て
天下を観るも亦た従りて知るべし。』と述べています。たぶん前半の四句は聖人の中庸の道
に合っていると思いますが、『道を以て道を観る』以下は、みな当たり前のトートロジーを
言っていておかしくないですか。」
　朱子「君はまず、前半の四句について説明してみなさい。」
　人傑「性とは仁義禮智であり、すなわち道である。心は性によって統御され、身は心に
よって統率されるということで、此の三句は理解できますが。物云々に関しては身の頼む所
であり、役に立つという意味なのかと。」
　朱子「それは康節の考えではない。その意味も理解しないでどうして議論などできる。」
　そこで人傑は教えを請うた。
　朱子「『道を以て性を観る』とは、道は自然の道理である。性には剛柔善悪のムレがあっ
て不揃いである。すなわち、道は隈無く性をコントロールすることができないのだ。性には
仁義礼智の善があるが、心にはむしろ千思萬慮の情があって行き交って安定しない。つまり、
性はあまねく心を律することができないのである。心もまた身を律したいところだが、身は
そうならず、心にはその身を律しえないところがある。全身で物を観るというのも、また身
は事物の情状・変化を知り尽くすことができないところがあって弊害から免れない、という
意味になるのである。ここで一例をあげてみよう。人の好むところを好み、人の悪むところ
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を悪むこと、これこそ『物を以て物を観る』の意味である。己の好悪を推して人を律するよ
うなことは、『身を以て物を観る』ことである。」
　人傑「そうなりますと、康節の『道を以て道を観る』云々の説に、本当に欠点はないで
しょうか。」
　朱子「欠点があるともないとも言えない。もし孔子や孟子に言わせれば、きっと康節の説
は認めないだろう。それは当然そうだな。『天下を以て天下を観る』という説は、『老子』か
ら来ているからな。
　人傑「すると、『道を以て性を観、性を以て心を観、心を以て身を観る』の三句は、義理
が通ずるところはあるものの、『身を以て物を観る』の一句だけは通じないということです
ね。」
　朱子「孟子の『万物皆我に備わる』の説にもとづいて論ずれば、『身を以て物を観る』と
いうのも通らなくもない。」　　［万人傑］
〔注〕
（１） 方衆人紛拏擾擾時　　「紛拏」は入り乱れて相打つの意。「擾擾」はごたつきさわぐさま。
紛々と同じ。総じて入り乱れて争うの意。
（２） 似老子……它自在背處　　老子、張子房はいずれも「占便宜、不肯自犯手做」と、自
分の手を使わずにうまい汁を吸うものとして否定的に捉えている。「老子是箇占便宜
4 4 4 4 4 4 4
、不
4
肯擔當做事底人
4 4 4 4 4 4 4
、自守在裏
4 4 4 4
、看你外面天翻地覆、都不管、此豈不是少恩。」（『語類』卷
百三十七「戰國漢唐諸子」）。なお、【10】の〔注７〕を併せて参照されたい。
（３） この前後の文章を挙げると、次の通りである。「性者道之形體也、性傷則道亦從之矣。
心者性之郛郭也、心傷則性亦從之矣。身者心之區宇也、身傷則心亦從之矣。物者身之舟車也、
物傷則身亦從之矣。是知以道觀性
4 4 4 4 4 4
、以性觀心
4 4 4 4
、以心觀身
4 4 4 4
、以身觀物
4 4 4 4
、治則治矣
4 4 4 4
、然猶未離
4 4 4 4
乎害者也
4 4 4 4
。不若以道觀道、以性觀性、以心觀心、以身觀身、以物觀物、則雖欲相傷、其可
得乎。若然、則以家觀家、以國觀國、以天下觀天下、亦從而可知之矣。」（『伊川撃壌集』序）
（４） 中道　　中庸の道。「孟子曰、大匠不爲拙工改廢繩墨、羿不爲拙射變其彀率。君子引而
不發、躍如也。中道而立
4 4 4 4
、能者從之。」（『孟子』盡心章句上）とある。朱子注に「中者、
無過不及之謂。中道而立、言其非難非易。能者從之、言學者當自勉也。」とある。「問處鄉
宗族、見他有礙理不安處、且欲與之和同、則又不便。欲正己以遠之、又失之孤介而不合
4 4
中道
4 4
。如何。」曰「這般處也是難、也只得無忿疾之心爾。」（『語類』卷一百一十五、朱子
十二「訓門人三」）
（５） 「付之自然」　　自然に付す、自然に任せる。ここでは同じ言葉を繰り返しているだけ
のトートロジーである、当たり前なことを言っているの意味か。
（６） 問「性者
4 4
、剛柔善惡中而已
4 4 4 4 4 4 4
。」曰「此性便是言氣質之性
4 4 4 4 4 4 4 4 4
。四者之中、去却兩件剛惡柔惡、
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却剛柔二善中、擇中而主焉。」（『語類』卷九十四、周子之書「通書」師）
（７） 該盡　　「該」は兼ねる、広く、あまねくの意。あまねく盡くす。「問『至誠盡性、盡
人盡物』如何是『盡』」曰「性便是仁義禮智。『盡』云者、無所往而不盡也
4 4 4 4 4 4 4
。盡於此不盡於
4 4 4 4 4 4
彼
4
、非盡也
4 4 4
。盡於外不盡於内、非盡也。（中略）至於盡禮、盡義、盡智、亦如此。至於盡人、
則凡或仁或鄙、或夭或壽、皆有以處之
4 4 4 4 4
、使之各得其所
4 4 4 4 4 4
。至於盡物、則鳥獸蟲魚、草木動植、
皆有以處之、使之各得其宜。盡性盡人盡物、大概如此。」
（８） 以一身而觀物　　「一身」とは、全身、体じゅう。全身を通じて万物万事の理を知り尽
くすの意。「且如人之一身
4 4 4 4 4 4
、雖未便要歷許多事
4 4 4 4 4 4 4 4
、十事盡得五事
4 4 4 4 4 4
、其餘五事心在那上
4 4 4 4 4 4 4 4
、亦要
4 4
盡之
4 4
。其他事
4 4 4
、力未必能為
4 4 4 4 4
、而有能為之理
4 4 4 4 4 4
、亦是盡也
4 4 4 4
。至誠之人、通身皆是實理
4 4 4 4 4 4
、無少欠
闕處、故於事事物物無不盡也。」（『語類』卷六十四「中庸三」第二十二章）
（９） 「己の欲せざる所を人に施すること勿れ」とある、『論語』にみえる「恕」の定義に倣っ
た表現であるが、「恕」は自己（「己」）を推して他者（「人」「物」）に及ぶことであるのに
対し、「物を以て物を観る」とは他者の好悪（「物の性」）にもとづいて「物」の理に至るこ
とを表す。また、「盡物之謂恕」とする見解があり、伊川・朱子はそれを否定している。「盡物」
をめぐる議論については、以下の資料が参照される。「侯氏云『盡物之謂恕』、程子不以為
然、何也。」曰「『恕』字上着『盡』字不得。恕之得名、只是推己。盡物、却是於物無所不
盡、意思自別。」（『語類』卷二十七、論語九、里仁篇下「子曰參乎章」）、曰「『恕』字正在
兩隔界頭、只看程子說『盡己之謂忠、推己之謂恕』、便分明。恕是推己及物、使各得其所處。
『盡物之謂信』。」（『語類』卷二十七、論語九、里仁篇下「子曰參乎章」）、「曰「『盡物之謂信』、
是物實得此理、故曰『盡物』。」曰「然。」」（『語類』卷二十七、論語九、里仁篇下「子曰參
乎章」）
（10） 病　　欠点
（11） 「故以身觀身、以家觀家、以鄉觀鄉、以國觀國、以天下觀天下。吾何以知天下之然。」（『老
子』第五十四章）
（12） 孟子の言葉。「孟子曰、萬物皆備於我矣
4 4 4 4 4 4 4
。反身而誠、樂莫大焉。強恕而行、求仁莫近焉。」
（『孟子』盡心章句上）とあり、朱子注に「此言理之本然也。大則君臣父子、小則事物細
微、其當然之理、無一不具於性分之内也。」とある。なお、『伊川撃壤集』に「萬物備于身
4 4 4 4 4
、
直須資養深、因何爲寳鑑。」（卷十四「坐右吟」）、「萬物備於身
4 4 4 4 4
、乾坤不負人。時光嗟花苒、
事體落因循。」（卷十七「萬物吟」）、「宇宙在乎手
4 4 4 4 4
、萬物在乎身
4 4 4 4 4
、緜緜而若存、用之惟有勤」
（卷五「宇宙吟」）と、その思想が見える。
（13） 人傑　　万人傑。字は正淳、興国軍大冶県（湖北省）の人。朱門ではかなり早い時期
に入門し、しかも朱熹の最晩年まで数次にわたり師事した弟子とされる。『宋元学案』巻
六十九に略伝がある。
20
【12】康節本是要出來有爲底人、然又不肯深犯手做 （1）。凡事直待可做處、方試爲之、纔 （2）覺難、
便拽身退、正張子房之流。　　［必大］
〔校注〕
　なし。
〔訳〕
　康節はそもそも「有為」を認める人であるが、ただ、やはり行き過ぎた作為は認めない。
物事の然るべきところに応じて事を試み、わずかでも困難と気づけば、ただちに身を引き退
くことは、まさに張子房の流れを汲んでいる。　　［呉必大］
〔注〕
（１） 深犯手做　　深く手を加える。行き過ぎた作爲。【10】の〔注７〕を併せて参照されたい。
（２） 纔　　わずかに。
【13】問「『堯夫之學似揚雄』 （注）、如何。」曰：「以數言。」　　［可學］
〔校注〕
　なし。
〔訳〕
　質問「『堯夫の学問は揚雄に似ている』と言われますが、それはいかがですか。」
　朱子「数をもって言えば、そうだ。」　　［鄭可学］
〔注〕
（注）堯夫之學似揚雄　　程明道の語と知られる。「堯夫之學大抵似揚雄。然亦不盡。」（『二
程遺書』卷十五「入關語録」）。
【14】某看 （校1）康節易了、都看別人底不得。他說 （校2）「太極生兩儀、兩儀生四象」 （1）、又
都無 （校3）玄妙 （2）、只是從來更無人識。揚子太玄、一玄、三方、九州、二十七部、八十一
家 （3）、亦只是這箇。他却識、只是他以三爲數、皆無用了。他也只是見得一箇粗 （校4）底道理、
後來便都無人識 （4）。老氏「道生一、一生二、二生三」 （5）、亦剩說了一箇道。便如太極生陽、
陽生陰、至 （校5）二生三、又更都無道理。後來五峰 （6）又說一箇云云、便是「太極函三爲一」 （7）
意思。　　［賀孫］ （8）
〔校注〕
（校１）楠本本は、「某看」を「某看了」に作る。
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（校２）楠本本は、「他説太極生兩儀」を「他説那太極生兩儀」に作る。
（校３）楠本本は、「又都無玄妙」を「又都無甚玄妙」に作る。
（校４）正中書局本、楠本本、和刻本は「粗」を「麄」に作り、朝鮮正版は「麤」に作る。
（校５）楠本本は、「至」の字なし。
〔訳〕
　朱子「わたしは康節の易説（先天易）をみたが、それらはすべて他の人にはないものであっ
た。彼は「太極は両儀を生じ、両儀は四象を生ず」（繫辞伝）を説いている。まったく曖昧
なところがなく明確であるが、しかしこれまでそれを理解する人はいなかった。揚雄の『太
玄』における「一玄、三方、九州、二十七部、八十一家」というのもまたそうである。揚雄
は（繋辞伝の説を）理解してはいたが、ただ三を基数としているため、全く役に立たないも
のである。揚雄はその大まかな道理を捉えていたものの、後世それを理解する人は誰もいな
かった。『老子』の「道は一を生じ、一は二を生じ、二は三を生ずる」は、「道」が加わって
いる。つまり、繋辞伝の「太極は陽を生じ、陽は陰は生ずる」のプロセスが、『老子』の「二
が三を生ずる」に相応するということだが、やはりまったく論理になっていない。後世の五
峰（胡宏）は一云々と説いているが、それは「太極の三を函むを一と爲す」の意である。　　
［葉賀孫］
〔注〕
（１） 「是故易有太極、是生兩儀、兩儀生四象、四象生八卦」（『周易』繋辭上傳）。朱子注に「一
毎生二、自然之理也。易者陰陽之變、太極者其理也。両儀者、始爲一畫以分陰陽。四象者、
次爲二畫以分太少。八卦者、次爲三畫而三才之象始備。」（『周易本義』繫辭上傳）とある。
（２） 玄妙　　曖昧模糊、空理空論、または抽象的・形而上的な哲理。「安定胡先生只據他所
知、說得義理平正明白
4 4 4 4 4 4 4 4
、無一些玄妙
4 4 4 4 4
。」（『語類』卷百二十九、本朝三「自國初至熙寧人物」）、
「如後來士大夫、末年皆流入佛氏者。緣是把自家底做淺底看、便沒意思了、所以流入他空
4 4 4 4 4 4
寂玄妙之說去
4 4 4 4 4 4
。」（『語類』卷二十四、論語六、為政篇下「攻乎異端章」）、「問「士大夫末年
多溺於釋氏之說者、如何。」曰「緣不曾理會得自家底原頭、但看得些小文字、不過要做些
文章、務行些故事、為取爵祿之具而已。却見得他底高、直是玄妙
4 4 4 4
。」（『語類』卷百二十六「釋
氏」）
（３） 「其用自天元推一畫一夜陰陽數度律暦之紀、九九大運、與天終始。故玄、三方、九州、
二十七部、八十一家、二百四十三表、七百二十九贊、分爲三卷、曰一二三、與泰初歴相應、
亦有顓頊之暦焉。」（『漢書』揚雄傳）なお、『太玄』の八十一首七百二十九賛の構造につい
ては、〔図表４〕「『太玄』八十一首七百二十九賛構造」を参照されたい。
（４） 後來便都無人識　　『太玄』は難解の書とされ、当時それを理解するものは少なかっ
た。かつて劉歆は『太玄』をみて、「空自苦。今學者有祿利、然尚不能明易、又如玄何。
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吾恐後人用覆醬瓿也。雄笑而不應。」（『漢書』揚雄傳）とあり、また班固は「自雄之沒至
今四十餘年、其法言大行、而玄終不顯。」（揚雄傳）とあるように『太玄』はその難解さの
ゆえ、後世の人々に広く支持されるまでにはいたらず、著述「解難」のなかで「師曠の調
鍾、知音の後に在るを竢
ま
つ」（揚雄傳）と述べ、知己を後世に託している。
（５） 「道生一、一生二、二生三、三生萬物。萬物負陰而抱陽、冲氣以爲和。」（『老子』四十二章）
（６） 「一陰一陽之謂道。有一則有三、自三而無窮矣。老氏謂一生二、二生三、非知太極之蘊
者也。」（宋・胡宏『知言』卷一）、「一陰一陽之謂道、道謂何也。謂太極也。」（『知言』卷五）
（７） 太極函三爲一　　「天之中數五、地之中數六、而二者爲合。六爲虛、五爲聲、周流於
六虛。虛者、爻律夫陰陽、登降運行、列爲十二、而律呂和矣。太極元氣
4 4 4 4
、函三爲一
4 4 4 4
。極、
中也。元、始也。行於十二辰、始動於子。三之於丑、得三。又三之於寅、得九。又三之
於卯、得二十七。又三之於辰、得八十一。又三之於巳、得二百四十三。又三之於午、得
七百二十九。」（『漢書』律暦志）
（８） 賀孫　　記録者の葉賀孫。字は味道、号は西山。「語録姓氏」には括蒼の人、永嘉に居
す
むとある。また辛亥（紹煕二年、一一九一）以後の所聞と注する有力な記録者である。『宋
史』卷四三八、『宋元学案』に伝記が収められている。
【15】康節之學似揚子雲。太玄 （校1）擬易、方、州、部、家、皆自三數推之。玄 （校2）爲之首、
一以生三爲三方、三生九爲九州、九生二十七爲二十七部、九九乘之、斯爲八十一家。首之以
八十一、所以準六十四卦。贊之以七百二十有九、所以準三百八十四爻 （校3）（1）。無非以 （校4）
三數推之。康節之數、則是加倍之法。　　［謨］ （2）
〔校注〕
（校１）正中書局本、楠本本は「玄」を「元」に作る。
（校２）楠本本は「玄」を「六」に作る。
（校３）楠本本は「三百八十四爻」を「八十四爻」に作る。
（校４）楠本本は「以」の字なし。
〔訳〕
　康節の学問は揚子雲（揚雄）に似ている。『太玄』は、『易』に準えて「方・州・部・家」
の四画をすべて一・二・三の三つの数より推している。玄は首
はじ
めとなり、一によって一（ ）・
二（ ）・三（ ）の三つの数を生じ、これが三方となる。三は九（        
 ）を生じて九州となり、九は二十七を生じて二十七部となる。九九乗して、これが八十一
家となる。首の八十一首は『易』の六十四卦に倣ったものであり、賛の七百二十九賛は『易』
の三百八十四爻に倣ったものである。すべて「三」の数でもって推している。康節が用いた
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数理は、加倍法である。　［周謨］
〔注〕
（１） 『易』と『太玄』について。『太玄』は「経に之を疑う」（『太玄』玄数篇）とあるよう
に、『易』に擬えたところが多い。北宋・司馬光は「易畫有二、曰陽曰陰。玄畫有三、曰
一曰二曰三。易有六位、玄有四重。最上曰方、次曰州、次曰部、次曰家。……易以八卦相
重爲六十四卦、玄以一二三錯於方州部家爲八十一首。……易毎卦六爻、合爲三百八十四爻、
玄毎首九贊、合爲七百二十九贊。易有彖、玄有首。易有爻、玄有首。易有爻、玄有贊。易
有象、玄有測。易有文言、玄有文。易有繋辭、玄有攡瑩掜圖告。易有説卦、玄有數。易有
序卦、玄有衝。易有雜卦、玄有錯。」（司馬光『太玄經集注』「説玄」）と、『易』と『太玄』
を比較している。下段の表から確認できるように、『易』の六十四卦に対して、『太玄』に
は八十一首があり、一卦の六爻に対して、一首ごとに九賛がある。さらに『易』の卦辞と
爻辞に対して、『太玄』には首辞と賛辞がある。また易伝の十翼に対して『太玄』には、「玄
衝」「玄錯」「玄態」「玄瑩」「玄数」「玄文」「玄掜」「玄図」「玄告」の九篇がある。そして
この九篇中「玄態」「玄瑩」「玄掜」「玄図」「玄告」の五篇は、『易』の繋辞伝に相応し、
「玄文」は文言伝に相応し、「玄数」は説卦伝に相応し、「玄衝」は序卦伝に相応し、「玄錯」
は雑卦伝に相応する。詳しくは、鈴木由次郎『太玄易の研究』（明徳出版社、一九六四）、
辛賢『漢易術数論研究』（汲古書院、二○○二）を参照。
『易』の卦 『太玄』の首
（陽） （陰） （陽） （陰）
六画六位（ ） 四画四重（ ）上から二方・一州・二部・
三家
六爻辞（初六・六二・六三・六四・九五・上六）九賛辞（初一・次二・次三・次四・次五・
次六・次七・次八・上九）
26=64（卦）、1卦6爻（爻辞） 34=81（首）、1首4重（9賛辞）
64卦384爻（爻辞）（6×64＝384） 81首729賛辞（81×9＝729）
（２） 記録者の周謨（一一四一～一二○一）。字は舜弼、南康軍建昌県（江西省）の人。己亥
（淳煕六年、一一七九）以後の記録者。『宋元学案』卷六十九に略伝がある。
【16】康節其初想只是看得「太極生兩儀、兩儀生四象」。心只管在那上面轉、久之理透 （1）、
想得一舉眼便成四片。其法、四之外又有四焉 （2）。凡物才過到二之半時、便煩惱了 （3）、蓋 （校1）
已漸趨於衰也。謂如見花方蓓 （校2）蕾、則知其將盛。既開、則知其將衰。其理不過如此。謂
如今日戌時、從此推上去、至未有天地之始。從此推下去、至人消物盡之時。蓋 （校3）理在數
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内、數又在理内。康節是他見得一箇盛衰消長之理、故能知之。若只說他知得甚事、如歐陽叔
弼定諡之類 （4）、此知康節之淺陋者也。程先生有一柬 （校4）說先天圖甚有理、可試往聽他就 （校5）
看 （5）。觀其意、甚不把當事。然自有易以來、只有康節說一箇物事如此齊整。如揚子雲太玄
便零 （校6）星 （6）補湊 （7）得可笑。若不補、又却欠四分之一。補得來、又却多四分之三。如潛
虛之數用五、只似如今算 （校7）位一般 （8）。其直一畫則五也、下橫一畫則爲六、橫二畫則爲七、
蓋 （校8）亦補湊之書也。　　［方子］
〔校注〕
（校１）楠本本は、「蓋」を「盖」に作る。
（校２）楠本本は、「蓓」を「菩」に作る。
（校３）楠本本は、「蓋」を「盖」に作る。
（校４）正中書局本、楠本本は、「柬」を「東」に作る。
（校５）和刻本は、「就」を「説」に作る。
（校６）正中書局本、楠本本、和刻本は、「零」を「令」に作る。
（校７）正中書局本、朝鮮正版、和刻本は、「算」を「筭」に作る。
（校８）正中書局本は、「蓋」を「盖」に作る。
〔訳〕
　康節は、初めて先天図を目の当たりにした時、たんに「太極、両儀を生じ、両儀は四象を
生ず」（繫辞伝）をあらわすものと考えた。ところが、ひたすら図面に心を巡らしていると、
しばらくして道理が明らかとなり、一目で四片をなしていることが分かった。その方法とは、
四分の外側にさらに四分をなしているものであった。およそ事物の消長は半ばを過ぎると、
その生長は足踏み状態となり、もはやだんだんと衰退の方向へ進む。たとえば、花の蕾みが
つく頃になると、やがて満開になって盛んになることを知り、満開になると、やがて衰える
ことを知る。先天図の道理は、まさしくこのことである。たとえば、今日の戌の時刻から過
去に遡れば、いまだ天地が生まれる前の時間に辿り着く。また戌時より未来へ下れば、人類
が亡び万物が尽きる時間に至るのである。思うに理は数に内在し、数は理に内在する。康節、
彼は消長盛衰の摂理を見抜いていたからこそ、よくそのことを熟知していた。欧陽叔弼（欧
陽棐）が康節の諡號を決める際の奏議などのごとく、もし康節が何かを知っているから偉い
という程度で、彼のことを披瀝するのであれば、それは康節に対する理解が生半可なもので
あるに過ぎない。程先生（程伊川）は、張橫渠に宛てた手紙のなかで、先天図は甚だ道理が
あるから試しに康節のレクチャーを聴いてみるのもよいと書いている。程先生の理解はまっ
たく事の実体を捉えていなかったと思う。『易』があって以来、独り康節だけがかくも物事
を整然と捉えて説明したのである。揚子雲（揚雄）の『太玄』のごときは、半端な継ぎ接ぎ
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のもので、物の数ではない。もし補わないとかえって四分の一が足りないし、補うと逆に四
分の三が余ってしまう。『潜虚』が数五を用いているのは、今の算籌の位と同じらしい。そ
の縦の一画（ ）は五にあたり、下の横一画（  ）は六であり、横二画（ ）は七である。
これもやはり継ぎ接ぎの書である。　　［李方子］
〔注〕
（１） 理透　　道理が明らかになる。非常にはっきりわかる。
（２） 先天図については、後掲の〔図表２〕「伏羲先天六十四卦次序」を参照されたい。
（３） 【17】条の〔注５〕を参照。
（４） 北宋元祐二年（一○八七年）に欧陽修の子、太常博士欧陽棐が康節の諡号を定める際
の奏議のことを指す。その内容は以下に確認される。「元祐中韓康公尹洛請諡于朝常博歐
陽棐議曰、君少篤學有大志、久而後知道德之歸。且以爲學者之患在於好惡、先成乎心而挟
其私智、以求於道、則敝於所好而不得其真。故求之至於四方萬里之遠、天地陰陽屈伸消長
之變無所不可、而必折衷於聖人。雖深於象數、先見黙識、未嘗以自名也。其學純一而不雜、
居之而安、行之而成、平夷渾大、不見圭角、其自得深矣。」（『宋名臣言行録』外集卷五「邵
雍康節先生」）
（５） 【２】条の〔注５〕を参照。
（６） 零星　　はした。わずか。半端。
（７） 補湊　　集めて補う。寄せ集める。継ぎ接ぎ。
（８） 『潜虚』は北宋の司馬光が揚雄の『太玄』に倣って著したものである。『潜虚』に用い
られる符号は、〔１ 、２ 、３ 、４ 、５ 、６ 、７ 、８ 、９ 、10 〕であり、
『潜虚』の卦は元卦（ ）より齊卦（ ）に至るまで、合計五十五卦であり、五行を
中心に分類されている。このような『潜虚』の符号は、算籌式と呼ばれる記数法を変容し
たものである。算籌記数法には、次の縦と横の二方式がある。算籌式によって複数の位を
示す場合は、一位は縦式、十位は横式、百位は縦式、千位は横式、万位は縦式というよう
に縦横縦横と交互に記さなければならない。たとえば、39581を算籌式で表すと、
と表記することができる。朱子が「縦の一画は五にあたる。下の横一画は六であり、
横二画は七である」と述べているのは、横式の記数法をもって言っているものと思われる。
「算籌記数法」については、銭宝琮編、川原秀城訳『中国数学史』（みすず書房、一九九○）
八～一○頁を参照。なお、『潜虚』につい
ては、鈴木由次郎『太玄易の研究』（明徳
出版社、一九六四）が参照される。
【17】或問康節數學。曰「且未須理會數、自是有此理。有生便有死、有盛必有衰。且如一朵花、
縦式
横式
1 2 3 4 5 6 7 8 9
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含蘂時 （1）是將開、略放時是正盛、爛熳時是衰謝。又如看人、即其氣之盛衰、便可以知其生死。
蓋其學本於明理。故明道謂其『觀天地之運化、然後頹乎 （2）其順、浩然其歸』 （3）。若曰渠能
知未來事、則與世間占覆之術何異。其去道遠矣。其知康節者末矣。蓋他 （校1）玩得此理熟了、
事物到面前便見、便 （校2）不待思量。」又云「康節以四起數、疊疊推去、自易以後、無人做得
一物如此整齊、包括得盡。想他 （校3）每見一物、便成四片了 （4）。但才到二分以上便怕、乾卦
方終、便知有箇姤卦來 （5）。蓋緣他 （校4）於起處推將來、至交接處看得分曉。」廣云「先生前
日說康節之學與周子程子少異處、莫正在此否。若是聖人、則處乾時、自有箇處乾底道理。處
姤時、自有箇處姤底道理否。」曰 （校5）「然。」　　［廣］
〔校注〕
（校１）朝鮮正版は、「他」を「佗」に作る。
（校２）正中書局本、朝鮮正版は「便」を「更」に作る。
（校３）朝鮮正版は、「他」を「佗」に作る。
（校４）朝鮮正版は、「他」を「佗」に作る。
（校５）楠本本は、「曰」を「先生曰」に作る。
〔訳〕
　ある人が康節の数学について質問した。
　朱子「差しあたり数理が分からなくても、当然そこには理がある。生が有れば、すなわち
死が有り、盛が有れば必ず衰がある。さらに一輪の花に例えれば、花房がつくと、やがて開
花し、満開に近づけば、まさに盛んとなって、満開して華麗に咲きみだれると、やがて衰え
る。これを人に置き換えると、人の氣の盛衰によって人の生死を知ることができるのである。
思うに学問は理を明らかにすることを根本とする。だから程明道先生は「天地の運化を知っ
てからこそ、頽然として順い、浩然として帰することができる」と仰ったのである。康節が
将来の出来事をよく予知していただなんて言うのは、巷の占いと何の違いがあるのか。康節
の易は占術と程遠くかけ離れているのだ。その程度の理解はろくなものではない。思うに康
節は道理を深く味わい熟知していたので、突然の出来事に直面してもすかさず対処できたで
あろう。」
　朱子「康節は四をもって数を起こし、それを積み重ねて推し広げたが、『易』があって以
来、これほど整然と事物を秩序立てながら、網羅し尽くした人はいない。康節はあらゆる物
を四つに分けた。ただ彼は中間の二分を過ぎると、畏れ慎んだ。それは乾卦の時勢が終われ
ば、姤卦が到来することを知っていたからである。康節は、出来事が生起する時点から推し
て将来を予想し、状況が入れ代わる時点で分かってしまうのである。」
　輔廣「一昨日、康節の学問は周子や程子とは少し異なるものがあると仰いましたが、それ
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はまさにそこにあるのではないでしょうか。聖人は乾の時におれば、自ずと乾の道理に従っ
て対処し、姤の時におれば、自ずと姤の道理に従って対処する、ということでしょうか。」
　朱子「その通りだ。」　　［輔廣］
〔注〕
（１） 蘂：しべ、花房。
（２） 頹乎：「頹」は水が下へ流れる、流れ下るの意。「頹乎」は従うさま。頹然。『礼記』檀
弓上に「孔子曰、拜而后稽顙。頹乎其順也」とある。
（３） 「先生少時、自雄其材、慷慨有大志。既學、力慕高遠、謂先王之事爲可必致。及其學益老、
德益邵、玩心高明、觀於天地之運化
4 4 4 4 4 4 4
、陰陽之消長、以達乎萬物之變、然後頹然其順、浩然
4 4 4 4 4 4 4 4 4
其歸
4 4
。」（『河南程氏文集』卷四、明道文集四「邵堯夫先生墓誌銘」）
（４） 「天有四時、地有四方、人有四支。是以指節可以觀天、掌文可以察地。天地之理具指掌、
可不貴之哉。」（『觀物外篇』中之上）
（５） 邵雍は、事物の始まりと終わりを一元（十二万九千六百年）の消長によって説明した。
一元
4
は十二会
4
に分かれ、一会は三十運
4
、一運は十二世
4
、一世は三十年となる。したがって、
一元は十二万九千六百年（30＊12*30*12≒129600）という壮大な宇宙論的時間を包括
する。さらに邵雍は、一元の十二会を十二消息卦（復 ・臨 ・泰 ・大壯 ・夬 ・乾
・姤 ・遯 ・否 ・觀 ・剥 ・坤 ）によって説明した。十二消息卦の説は、漢代
の孟喜が創案した卦気説の基調をなすものであり、一年十二ヶ月に十二消息卦を割り当
て、陰陽消息観によって四時の変化を説いたものである。したがって、春（復・臨・泰）、
夏（大壯・夬・乾）、秋（姤・遯・否）、冬（観・剥・坤）の四時によって四分されるが、
朱子が「但才到二分以上便怕、乾卦方終、便知有箇姤卦來」と述べているのは、一年のちょ
うど半ばに当たる季夏の乾卦が終わり、初秋の姤卦に変わる時点を指している。これは陽
氣が尽き陰氣に転ずる陰陽消息の世界観に根拠するものである（〔図表５〕「経世一元消長
之数図」参照）。邵雍の一元十二会の消長については、三浦國雄「皇極経世書」（中国文明
選『史学論集』朝日出版社、一九七三）二四八頁～二五三頁を参照。なお、漢代の卦気説
については、鈴木由次郎『漢易研究』（明徳出版社、一九六三）、辛賢『漢易術数論研究』（汲
古書院、二○○二）を参照。
【18】問「先生說 （校1）邵堯夫看天下物皆成四片、如此、則聖人看天下物皆成兩片也。」曰 （校2）
「也是如此。只是陰陽而已。」　　［廣］
〔校注〕
（１） 楠本本は、「問先生説」」を「問前日見先生説」に作る。
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（２） 楠本本は、「曰」を「先生曰」に作る。
〔訳〕
　質問「邵堯夫（邵雍）は天下万物を四つに分けたと仰いましたが、すると、『易』を作っ
た聖人は天下万物を二つに分けたということになりますね。」
　朱子「そうともいえる。ただ陰陽のみである。」　　［輔広］
【19】論皇極經世「乃一元統十二會、十二會統三十運、三十運統十二世、一世統三十年、一
年統十二月、一月統三十日、一日統十二辰 （校1）。是十二與三十迭爲用也 （1）。」［因云、季
通 （校2）以十三萬 （校3）九千六百之數爲日分 （2）。］　　［植］ （3）
〔校注〕
（校１）楠本本は、「一日統十二辰」の六字なし。
（校２）楠本本は、「季通」を「蔡季通丈」に作る。
（校３）正中書局本、朝鮮正版、楠本本、和刻本は、「十三萬」を「十二萬」に作る。
〔訳〕
　朱子「皇極経世を論ずるに、「すなわち、一元は十二會、十二會は三十運、三十運は十二世、
一世は三十年、一年は十二ヶ月、一ヶ月は三十日、一日は十二辰に相当する。つまり、十二
と三十を交互に用いるのである」という。［ちなみに季通（蔡元定）は十三萬九千六百の数
をもって日分と為す。］　　［潘植］
〔注〕
（１） 邵雍は元・會・運・世という四つの軸によって時間のメカニズムを構築しているが、
「（邵伯温系述曰）一元統十二會、三百六十運、四千三百二十世」（『性理大全書』卷八）と
あるように、１元＝12会＝360運=4320世といった時間系列を構成している。さらに「（蔡
元定曰）一元の数は、即ち一歳の数なり。一元に十二會、三百六十運、四千三百二十世
有るは、猶お一歳に十二月、三百六十日、四千三百二十辰あるがごときなり」（『性理大
全書』卷八「纂図指要下」）とあるように邵雍の元会運世法は、一年の時間系列をモデル
に作られたものである。そして、元会運世の関数関係は、元＝１、会＝１＊12、運＝１
*12*30、世＝１*12*30*12といった数式に表すことができ、「（黄瑞節）経世天地
始終の数、十二三十を以て反覆して之に乗す」（『性理大全書』卷八「纂図指要下」）とあ
るように、十二と三十を交互に乗算する方法によって算出している（〔図表６〕〔図表７〕
を参照）。邵雍の元会運世法については、三浦國雄「皇極経世書」（中国文明選『史学論集』
朝日出版社、一九七三）、朱伯崑『易学哲学史』第二卷（華夏出版社、一九九五）、川原秀
城「数と象数―皇極経世学小史」（『中国―社会と文化』一九九七）、辛賢「邵雍の「皇極
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経世」とその背景―理数を求めて―」（『林田愼之介博士傘寿記念　三国志論集』三国志学
会、二○一二）が参照される。
（２） 「十三
4
萬九千六百之數」とあるが、［１元*12会*30運*12世*30年=129600年］と、
「十二
4
萬九千六百之數」が正しい。「（西山蔡氏曰）一元有十二萬九千六百歳、一會有十二
萬九千六百月、一運有十二萬九千六百日、一世有十二萬九千六百辰。皆自然之數非有所牽
合也。」（『性理大全書』卷八「纂圖指要下」）とある。
（３） 植　　潘植。字は立之、福州懐安県（福建省福州市）の人。「語録姓氏」に「癸丑（紹
煕四年、一一九三）所聞」とされる記録者。『宋元学案』巻六十九に略伝がある。
【20】 （校）堯至今方三千年 （1）。邵曆一萬年爲一會 （2）。　　［揚］ （3）
〔校注〕
（校）楠本本は、本条なし。
〔訳〕
　堯より今に至るまで三千年が経った。邵雍の元会運世の暦では一万年をもって一会とす
る。　　［包揚］
〔注〕
（１） 『観物内篇』の言葉。堯の即位から五代周恭帝の末まで三千三百一十六年の概数を挙げ
た年数である。「自帝堯至于今
4 4 4 4 4 4
、上下三千餘年
4 4 4 4 4 4
、前後百有餘世、書傳可明紀者、四海之内、
九州之間、其間或合或離、或强或羸、或唱或隨、未始有兼世而能一其風俗者。」（『觀物内
篇』巻十二）とあり、張行成『皇極經世索隠』巻上「經世觀物總要」に「以運經世、其數
始於月會
4 4
己之六、星運
4 4
癸之百八十、辰世
4 4
未之二千一百五十六甲辰年、堯即位至五代周恭帝
4 4 4 4 4 4 4 4 4
末
4
、凡三千三百一十六年
4 4 4 4 4 4 4 4 4
。」とあり、併せて参照される。
（２） 「一萬年」はその概数を挙げたもの。正確には一万八百年である。［１元＊12会*30運
*12世*30年=129600年］であり、よって［１会=30運＝360世＝10800年］となる。【19】
条の〔注２〕を参照。
（３） 揚　　記録者の包揚。字は顕道、建昌軍南城県（江西省）の人。「語録姓氏」に「癸卯・
甲辰・乙巳（一一八三～五）所聞」とある。ところが、田中謙二氏によれば、第一次に紹
煕四年（一一九三）、第二次に慶元二年（一一九録）末の前後、第三次に同五年（一一九九）
末と、包揚の師事は以上の三次にわたるものと考証されている。『宋元学案』巻七十七に
略伝がある。
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伏羲先天八卦次序図〔図表１〕
八 七 六 五 四 三 二 一
艮 巽 離 乾 八卦坤 坎 震 兌
少陽 太陽 四象太陰 少陰
陽（剛） 両儀陰（柔）
太極
〔図表１〕伏羲先天八卦次序
〔図表２〕伏羲先天六十四卦次序（上段の漢数字は筆者の補足による）
八 七 六 五
八八八八八八八八七七七七七七七七六六六六六六六六五五五五五五五五
八七六五四三二一八七六五四三二一八七六五四三二一八七六五四三二一
坤剥比観豫晋萃否謙艮蹇漸小旅咸遯師蒙坎渙解未困訟升蠱井巽恒鼎大姤
過 済 過
免杢摸木網也約孟盲鑓耶愉勇癒悶門麺綿貰唯野宥訳面薬蒙躍諭紋柳籾役
艮 七 巽 五
少 陽太 陰
陰
太
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〔図表２〕伏羲先天六十四卦次序
（上段の漢数字は筆者の補足による）
四 三 二 一
四四四四四四四四三三三三三三三三二二二二二二二二一一一一一一一一
八七六五四三二一八七六五四三二一八七六五四三二一八七六五四三二一
復頤屯益震噬隨无明賁既家豊離革同臨損節中帰睽兌履泰大需小大大夬乾
嗑 妄夷 済人 人 孚妹 畜 畜壮有
勿戻棉矢薮黙耗餅冶目友夜油問靖毛儲弥佑優愈爺輸茂妄尤緬模匁猛厄滅
離 三 乾 一
太 陽少 陰
陽
極
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時 元 会 運 世 政治 皇 帝 王 伯
元 春春 夏春 秋春 冬春 皇 道道 徳道 功道 力道
会 春夏 夏夏 秋夏 冬夏 帝 道徳 徳徳 功徳 力徳
運 春秋 夏秋 秋秋 冬秋 王 道功 徳功 功功 力功
世 春冬 夏冬 秋冬 冬冬 伯 道力 徳力 功力 力力
物 日 月 星 辰 民 皇 帝 王 伯
日 飛飛 走飛 木飛 草飛 皇 皇皇 帝皇 王皇 伯皇
月 飛走 走走 木走 草走 帝 皇帝 帝帝 王帝 伯帝
星 飛木 走木 木木 草木 王 皇王 帝王 王王 伯王
辰 飛草 走草 木草 草草 伯 皇伯 帝伯 王伯 伯伯
階層 士 農 工 商
士 皇皇 帝皇 王皇 伯皇
農 皇帝 帝帝 王帝 伯帝
工 皇王 帝王 王王 伯王
商 皇伯 帝伯 王伯 伯伯
物 性 情 形 体 徳 仁 礼 義 智
性 飛飛 走飛 木飛 草飛 仁 士士 農士 工士 商士
情 飛走 走走 木走 草走 義 士農 農農 工農 商農
形 飛木 走木 木木 草木 礼 士工 農工 工工 商工
体 飛草 走草 木草 草草 知 士商 農商 工商 商商
物数 飛 走 木 草 人口 士 農 工 商
飛 一一 十一 百一 千一 士 一一 十一 百一 千一
走 一十 十十 百十 千十 農 一十 十十 百十 千十
木 一百 十百 百百 千百 工 一百 十百 百百 千百
草 一千 十千 百千 千千 商 一千 十千 百千 千千
生態 一飛 十走 百木 千草 階層 一士 十農 百工 千商
一飛 兆 億 万 千 一士 兆民 億民 万民 千民
十走 億 万 千 百 十農 億民 万民 千民 百民
百木 万 千 百 十 百工 万民 千民 百民 十民
千草 千 百 十 一 千商 千民 百民 十民 一民
〔図表３ 『観物内篇』における経世天地四象図〕 〔図表３〕 『観物内篇』における経世天地四象図
〔図表４〕『太玄』八十一首七百二十九賛構造
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〔図表５〕経世一元消長之数図
〔図表５〕経世一元消長之数図
十二消長
元會運
世
年
勿
日甲
月子一
星三十
辰三百六十
年一萬八百
復
儲
月丑二
星六十
辰七百二十
年二萬一千六百
臨
月寅三
星九十
辰一千八十
年三萬二千四百
泰
開物星之巳七十六
妄匁
月卯四
星一百二十
辰一千四百四十
年四萬三千二百
大壯
厄
月辰五
星一百五十
辰一千八百
年五萬四千
夬
唐堯始星之癸一百八十辰二千一百五十七
月巳六
星一百八十
辰二千一百六十
年六萬四千八百
乾
滅
夏殷周秦兩漢兩晉三國南北朝隋唐五代宋
月午七
星二百一十
辰二千五百二十
年七萬五千六百
姤
役門
月未八
星二百四十
辰二千八百八十
年八萬六千四百
遯
孟
月申九
星二百七十
辰三千二百四十
年九萬七千二百
否
木
月酉十
星三百
辰三千六百
年一十萬八千
觀
月戌十一星三百三十
辰三千九百六十
年十一萬八千八百
剥
閉物星之戊三百一十五
杢免
月亥十二
星三百六十
辰四千三百二十
年十二萬九千六百
坤
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二一
履
会之元
月之日
兌之乾
四一
无妄
世之元
辰之日
震之乾
十二
四千三百二十
二二
兌
会之会
月之月
兌之兌
四二
隨
世之会
辰之月
震之兌
一百四十四
五万一千八百四十
二三
睽
会之運
月之星
兌之離
四三
噬
嗑
世之運
辰之星
震之離
四千三百二十
一百五十 五 二
二四
帰妹
会之世
月之辰
兌之震
四四
震
世之世
辰之辰
震之震
五万一千八百四十
一千八百六十六万二千四百
二五
中孚
会之歳
月之石
兌之巽
四五
益
世之歳
辰之石
震之巽
一百五十 五 二
五万五千九百 十七万二千
二六
節
会之月
月之土
兌之坎
四六
屯
世之月
辰之土
震之坎
一千八百六十六万二千四百
六十七万一千八百四十六万四千
二七
損
会之日
月之火
兌之艮
四七
頤
世之日
辰之火
震之艮
五万五千九百 十七万二千
二千十五万五千三百九十二万
二八
臨
会之辰
月之水
兌之坤
四八
復
世之辰
辰之水
震之坤
六十七万一千八百四十六万四千
二万四千一百八十六万四千七百四万
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（四庫全書本『性理大全書』巻八にもとづき再構成した。＊印は筆者の訂正による）
〔図表６〕経世天地始終之数図一一
乾
元之元
日之日
乾之乾
三一同人
運之元
星之日
離之乾
一
三百六十
＊
夬
元之会
日之月
乾之兌
三二
革運之会
星之月
離之兌
一二
十二
四千三百二十
＊
大有
元之運
日之星
乾之離
三三
離
運之運
星之星
離之離
一三
三百六十
一十二万九 六
＊一四
大壮
元之世
日之辰
乾之震
三四
豊運之世
星之辰
離之震
四千三百二十
一百五十五万五千二百
＊一五
小畜
元之歳
日之石
乾之巽
三五
家人
運之歳
星之石
離之巽
一十二万九 六
四千六百六十 万六千
＊一六
需
元之月
日之土
乾之坎
三六
既済
運之月
星之土
離之坎
一百五十五万五千二百
五万五千九百八十七万
＊一七
大畜
元之日
日之火
乾之艮
三七
賁運之日
星之火
離之艮
四千六百六十 万六十
一百六十七 九 六 一 六
＊一八
泰
元之辰
日之水
乾之坤
三八
明夷
運之辰
星之水
離之坤
五万五千九百八十七万二千
二千一十五万五千三百 十二万
＊
〔図表６〕経世天地始終之数図
（四庫全書本『性理大全書』巻八にもとづき再構成した。＊印は筆者の訂正による）
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六一
訟
月之元
土之日
坎之乾
八一
否
辰之元
水之日
坤之乾
一百五十五万五千二百
五万五千九百八十七万二千
六二
困
月之会
土之月
坎之兌
八二
萃
辰之会
水之月
坤之兌
一千八百六十六万二千四百
六十七万一千八百四十六万二千
六三
未済
月之運
土之星
坎之離
八三
晋
辰之運
水之星
坤之離
五万五千九百 十七万二千
二千一十五万五十三百九十二万
六四
解
月之世
土之辰
坎之震
八四
豫
辰之世
水之辰
坤之震
六十七万一千八百四十六万四千
二万四千一百八 六 四千七 四万
六五
渙
月之歳
土之石
坎之巽
八五
観
辰之歳
水之石
坤之巽
二千一十五万五千三百九十二万
七十二万五千五百九十四万一千一百二十
六六
坎
月之月
土之土
坎之坎
八六
比
辰之月
水之土
坤之坎
二万四千一百八 四千七百四万
八百七十万七千一百二十九万三 四百四 万
六七
蒙
月之日
土之火
坎之艮
八七
剥
辰之日
水之火
坤之艮
七十二万五千五百九十四万一千一
二千六百十二万一千三百八十八 三百 十万
百二十万
六八
師
月之辰
土之水
坎之坤
八八坤
辰之辰
水之水
坤之坤
六十七万一千八百四十六 千
三万一千三百四十五万六千六百五 六 三 八 四 万
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五一
姤
歳之元
石之日
巽之乾
七一
遯
日之元
火之日
艮之乾
一十二万九千六百
四千六百六十五万六千
大過
歳之会
石之月
巽之兌
七二
咸
日之会
火之月
艮之兌
五二
一百五十五万五千二百
四千三百二十
鼎
歳之運
石之星
巽之離
七三
旅
日之運
火之星
艮之離
五三
四千六百六十 万六千
一百六十七万九千六百一十六万
五四
恒
歳之世
石之辰
巽之震
七四
小過
日之世
火之辰
艮之震
五万五千九百八十万二千
二千一十五万五千三百 十二万
五五
巽
歳之歳
石之石
巽之巽
七五
漸
日之歳
火之石
艮之巽
一百六十七 休戦六 一
六万四百六十六万一千七百六十万
五六
井
歳之月
石之土
巽之坎
七六
蹇
日之月
火之土
艮之坎
＊
二千一十五万五千三百九十
七十二万五千五 九 四 一 二
五七
蠱
歳之日
石之火
巽之艮
七七
艮
日之日
火之火
艮之艮
七百六十万
二百一十 万六千七百八十二万三千三百六十万
五八
升
歳之辰
石之水
巽之坤
七八
謙
日之辰
火之水
艮之坤
七十二万五千五百九十四万一千一
二千六百一十三万一千三百八十 万三百二十
百二十万
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８ ７ ６ ５
4 3 3 3 3 2 2辰12 *30 日12 *30 月12 *30 歳12 *30
明 命 名 冥震 離 兌 乾
1.8 元之辰 1.7 元之日 1.6 元之月 1.5 元之歳
妄 尤 緬 模泰 大畜 需 小畜
3 3 3 2 2 212 ×304 3 12 ×30 12 ×30 12 ×30
1555200 129600559872000 46656000
2.8 会之辰 2.7 会之日 2.6 会之月 2.5 会之歳
儲 弥 佑 優臨 損 節 中孚
5 3 4 3 4 2 3 212 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×30
6718464000 559872000 18662400 1555200
3.8 運之辰 3.7 運之日 3.6 運之月 3.5 運之歳
冶 目 友 夜明夷 賁 既済 家人
5 4 5 3 4 3 4 212 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×30
201553920000 6718464000 559872000 18662400
4.8 世之辰 4.7 世之日 4.6 世之月 4.5 世之歳
勿 戻 棉 矢復 頤 屯 益
6 4 5 4 5 3 4 312 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×30
2418647040000 201553920000 6718464000 559872000
5.5 歳之歳5.8 歳之辰 5.7 歳之日 5.6 歳之月
薬 蒙 躍 諭升 蠱 井 巽
6 5 5 5 5 4 4 412 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×30
72559411200000 6046617600000 201553920000 167961060000
6.8 月之辰 6.7 月之日 6.5 月之歳6.6 月之月
麺 綿 貰 唯師 蒙 坎 渙
7 5 6 5 6 4 5 412 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×30
870712934400000 72559411200000 2418647040000 201553920000
7.8 日之辰 7.6 日之月 7.5 日之歳7.7 日之日
盲 鑓 耶 愉謙 艮 蹇 漸
7 6 6 6 6 5 5 512 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×30
26121388032000000 21767823360000000 72559411200000 6046617600000
8.7 辰之日 8.6 辰之月 8.5 辰之歳8.8 辰之辰
免 杢 摸 木坤 剥 比 観
8 6 7 6 7 5 6 512 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×30
31345665638400000 2612138803200000 870712934400000 72559411200000
〔図表７〕経世天地始終之数図の数理構造
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〔図表６〕経世天地始終之数図の数理構造
４ ３ ２ １ 上卦
2 1 1 1 1 0 0 0世12 *30 運12 *30 会12 *30 元12 *30
下卦震 離 兌 乾明 命 名 冥
1.1 元之元1.4 元之世 1.3 元之運 1.2 元之会
大壮 大有 夬 乾 元 １匁 猛 厄 滅 乾
0 012 ×30 12 ×30 12 ×302 1 1 1 1 0 12 ×300 0 冥 12 *30
4320 360 12 1
2.4 会之世 2.3 会之運 2.1 会之元2.2 会之会
帰妹 睽 兌 履 会 ２愈 爺 輸 茂 兌
1 012 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×303 1 2 1 2 0 1 0 名 12 *30
51840 4320 12144
3.4 運之世 3.2 運之会 3.1 運之元3.3 運之運
豊 離 革 同人 運 ３油 問 靖 毛 離
1 112 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×303 2 2 2 2 1 1 1 命 12 *30
1555200 129600 3604320
4.3 世之運 4.2 世之会 4.1 世之元4.4 世之世
震 噬嗑 随 无妄 世 ４薮 黙 耗 餅 震
2 112 ×30 12 ×30 12 ×304 2 2 2 212 ×303 2 1 明 12 *30
432018662400 1555200 129600
5.4 歳之世 5.3 歳之運 5.2 歳之会 5.1 歳之元
恒 鼎 大過 姤 歳 ５紋 柳 籾 役 巽
2 212 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×304 3 3 3 3 2 2 2 盟 12 *30
559872000 46656000 1555200 129600
6.4 月之世 6.3 月之運 6.2 月之会 6.1 月之元
解 未済 困 訟 月 ６野 宥 訳 面 坎
3 212 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×305 3 4 3 4 2 3 2 迷 12 *30
6718464000 559872000 18662400 1555200
7.4 日之世 7.3 日之運 7.2 日之会 7.1 日之元
小過 旅 咸 遯 日 ７勇 癒 悶 門 艮
3 312 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×305 4 4 4 4 3 3 3 銘 12 *30
201553920000 16796160000 559870000 46656000
8.4 辰之世 8.3 辰之運 8.2 辰之会 8.1 辰之元
豫 晋 萃 否 辰 ８網 也 約 孟 坤
4 312 ×30 12 ×30 12 ×30 12 ×306 4 5 4 5 3 4 3 鳴 12 *30
2418647040000 201553920000 6718464000 559872000
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Notes on Japanese Translation of Shao Tzu Zhi Shu 邵子之書,  
The 100th Book of Chu Tzu Yü-lei 朱子語類 Series : Part 1.
SHIN Hyeon
This paper contains the notes on the Japanese translation of the Chinese Ｓʰａｏ　Ｔｚｕ　
Ｚʰｉ　Ｓʰｕ　邵子之書, the 100th bookof Ｃʰｕ　Ｔｚｕ　ʏü︲ˡｅｉ　朱子語類 series.
Ｃʰｕ　Ｔｚｕ　ʏü︲ˡｅｉ　consists of 140-volume books. It was compiled from the transcripts of 
dialogues between ZhuXi 朱熹 and his disciples in the form of Written Vernacular Chinese.
Ｓʰａｏ　Ｔｚｕ　Ｚʰｉ　Ｓʰｕ　邵子之書 covers their dialogues on the studies and concepts of Shao 
Yong.
  Shao Yong 邵雍 (1011 ‒ 1077) was a Northern Song Dynasty Chinese philosopher 
with its courtesy name of Yao-fu 堯夫. After his death, he was presented the posthumous 
nameof Kang-jié 康節. 
Shao Yongwas allegedly taught Tu-Shu Xian-Tian Shang-Shu School of I Ching 図書先
天象数学 (experimental approach using image-number for the philosophical interpretation of 
divination) from Li Tzu-chai 李之才. Li Tzu-chaiwas one of the successors to the tradition in 
the art of divination.It has been colored by the characteristics of Taoists as represented by 
Chen Tuan 陳摶.
As well as Shao Yong had followed theseconcepts of divination, he made several-
decade-long efforts to establishits new art called as XiānTiānYì 先天易. He turned out to 
develophis original philosophy.
The essential concept of Xiān Tiān Yì is Kwan-Yu 観物. This concept amounts to 
reveal Tao (the conceptual path to keep the world balanced and ordered) by taking the 
following two steps. One is to think over the generation, development, and appearance of 
the universe. The other is to make a systematic understanding of human existence and its 
meaning. 
Shao Yongthought that XiānTiānYì could return to clarify Confuciannature and 
his philosophy. This perspective was related to establish Tao-hsüeh 道学. Eventually he 
became known as one of the Five Confucian Masters of Northern Song.
His important workis a series of ʙｏｏｋ　ｏｆ　ｓｕｐｒｅⅿｅ　ʷｏｒˡｄ　ｏｒｄｅｒｉｎɡ　ｐｒｉｎｃｉｐˡｅｓ　皇極經世書. 
All the books of this series are titled Ｋｕａｎ︲Ｗｕ　ɴｅｉ︲Ｐｉｅｎ　観物内篇. For these books, Shao 
Yongdrew on all his knowledge of the Shang-Shu 象数 (image-number) theory, astronomy, 
and almanacderived from the studies on the divination in Han dynasty. On the other hand, 
hemade a general survey of generating and developing the universe throughout this series.
This paper attempts to translate “Ｓʰａｏ　Ｔｚｕ　Ｚʰｉ　Ｓʰｕ” as a clue to become aware that 
Zhu Xi understood Shao Yongʼs perspective on the art of divination.
